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はじめに
Microsoft SQL Server 2000 Notification Servicesは、Microsoft SQL Server 2000に通知のサービスを追加するためのコンポーネントです。また、Notification Servicesは、あらかじめユーザーが指定した情報をルールに従って配布する通知アプリケーションを作成するためのプラットフォームです。Notification Servicesを利用する通知アプリケーションはVisual Basic .NETなどを利用して簡単に作成することができます。本自習書はNotification Servicesの概要、アーキテクチャ、またサンプル アプリケーションを通じてNotification Servicesの実装方法を理解することを目的としています。
前提条件
この自習書では、.NET Framework、ASP.NET、ADO.NETの知識を有している方を対象としています。
必要環境
SQL Server 2000 Enterprise Edition (Service Pack 2)

SQL Server 2000 Notification Services Enterprise Edition

Visual Studio .NET
自習書の構成
この自習書は多くの事柄を実習し、体験できるように次の2部から構成されます。

第1部　Notification Servicesの概要

Notification Servicesの概要およびアーキテクチャについて説明します。また、Notification Services付属のサンプルを実行し、Notification Servicesについての理解を深めます。
第2部　通知アプリケーションの開発
通知アプリケーションの開発例としてスポーツ観戦チケットの情報を通知する通知アプリケーションをステップ バイ ステップで作成します。
なお、この自習書に記載されているサンプルプログラムは、Windows 2000 Server、SQL Server 2000 Enterprise Edition、SQL Server 2000 Notification Services Enterprise Edition、Visual Studio .NETの環境にて動作確認しています。サンプルプログラムは、Windows統合認証を用いてSQL Server 2000 にログインできるように設計されています。

第1部 Notification Servicesの概要
Notification Servicesの概要

Notification Servicesとは

Microsoft SQL Server 2000 Notification Servicesは、特定のユーザーに情報を通知するアプリケーションを作成するためのプラットフォームです。Notification Servicesを利用することによって、ユーザーは必要な情報を、いつでも、どのようなデバイスでも受け取ることができます。
例えば、Notification Servicesを利用すると、毎日決まった時間に最新の天気予報や株式情報をメールで通知するようなサービスの提供が行えます。また、在庫数が設定値以下になったらメールで通知するようなサービスの作成も行えます。以下にNotification Servicesのイメージ図を示します。
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Notification Servicesを学ぶ上で基本的な用語を以下に示します。
	用語
	概要

	サブスクライバ
	サービスを利用するユーザーやサーバーなどのエンティティです。

	サブスクリプション
	株式情報や試合結果など、サブスクライバの興味の対象です。

	イベント
	サブスクライバが興味ある情報（株式情報、試合結果）はイベントとして収集されます。

	通知
	サブスクライバが指定したデバイスに送られるメッセージです。

	デバイス
	携帯電話や、PDA、E-mailアカウント、Windows Messengerなど、通知が送られる対象です。


通知アプリケーションとは

通知アプリケーションはNotification Servicesを利用して作成されるアプリケーションです。ユーザーが通知アプリケーションを利用するには、あらかじめ通知アプリケーションが提供するサービスに加入している必要があります。以下にNotification Servicesを利用した通知アプリケーションのイメージ図を示します。
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1． ユーザーはサブスクリプション管理アプリケーションから、ユーザー情報、通知情報、通知時間、通知デバイスなどサブスクリプションの登録を行い、サービスに加入します。その際、各ユーザーのサブスクリプション情報はデータベースに格納されます。

2． 通知アプリケーションは、外部から送られてくる様々なイベント データから、自分が提供するサービスに関連するイベントを収集します。

3． 通知アプリケーションはTransact-SQLクエリを利用して、収集したイベント データとサブスクリプションデータのマッチングを行います。イベント データとサブスクリプションがマッチしていた場合、通知アプリケーションは通知を生成します
4． 生成された通知は書式設定後、配布されます。
アーキテクチャ

Notification Services アーキテクチャ概要
ここでは、Notification Servicesのアーキテクチャの概要について説明します。Notification Servicesは以下の機能を提供します。
1． 外部からのイベント情報の収集
2． イベント データとサブスクリプションのマッチングと通知の生成

3． 通知の書式設定と配布
また、下図のようにNotification Servicesは「イベント プロバイダ」、「ジェネレータ」、「ディストリビュータ」の３つのコンポーネントで構成され、それぞれが上記の機能を提供します。
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●イベント プロバイダ

イベント プロバイダは「外部からのイベント情報の収集」を行い、Notification Servicesへイベントを渡します。Notification Servicesでは、あらかじめ標準イベント プロバイダを用意していますが、開発者が独自に作成することもできます。

●ジェネレータ

ジェネレータは「イベント データとサブスクリプションのマッチングと通知の生成」を行います。この時生成される通知はフォーマットされておらず、通知の生データとして、ディストリビュータに渡されます。開発者は設定パラメータとサブスクリプション ルールによって通知生成条件を定義します。
●ディストリビュータ

ディストリビュータは、「通知の書式設定と配布」を行います。ジェネレータから受け取る通知データは書式設定されていない生データのため、指定された書式に変更します。フォーマット後、通知をメッセージとしてパックするために、SMTPなどの配布プロトコルに渡し、Exchange Serverや.NET Alertなどの外部の配送システムに通知メッセージを配布します。

尚、図上部にある、サブスクリプション管理アプリケーションはサブスクリプション情報を収集する際に利用されます。サブスクリプション管理アプリケーションは、Notification Servicesのコンポーネントではありませんが、Notification Servicesを支える重要な要素です。

それでは、Notification Servicesをシステム上の観点から考えながら具体的なデータの流れを紹介します。

Notification Services システムは大きく分けると下図のような４部から構成されます。
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	項目
	概要

	1
	サブスクリプションの管理
	開発者はサブスクリプション管理アプリケーションを利用して、サブスクライバ情報、サブスクライバ デバイス情報、サブスクリプション情報を登録する機能を提供します。サブスクリプション管理アプリケーションから収集した情報はNotification Servicesが提供するデータベースに格納されます。

	2
	外部からのイベントの収集
	外部からのイベント データは、イベント プロバイダによって収集され、データベースに格納されます。各イベント データにはイベント バッチIDがつけられ、イベント バッチ単位でシステムに提供されます。イベント プロバイダはNotification Services プロバイダのホスト コンポーネントからホストされる場合もあります。

	3
	イベントとサブスクリプションのマッチングと通知の生成
	ジェネレータはサブスクリプションとイベント データとのマッチングを行います。処理はイベント バッチ単位で行われ、作成された通知が生成されます。作成された通知にも通知バッチIDがつけられ、通知バッチ単位でシステムに提供されます。この際作成される通知は書式設定されていない生の通知データとなります。

	4
	通知の書式設定と配布
	ディストリビュータは生の通知データをコンテンツ フォーマッターによって書式設定します。処理は通知バッチ単位で行われ、書式設定された通知データは配布プロトコルに渡されます。その後、通知メッセージが作成され、最後にそれがExchange Serverなどの外部の配布システムに配布されます。


次項では各要素についてさらに詳しく紹介します。

サブスクリプション管理アプリケーション
サブスクリプション管理アプリケーションはサブスクライバがサブスクリプション情報などを登録するためのアプリケーションです。サブスクリプション管理アプリケーションはWebまたはWindowsアプリケーションで作成され、登録情報はSQL Server Notification Servicesが提供するデータベースに格納されます。
格納される情報は、サブスクライバに関する「サブスクライバ情報」、サブスクライバが興味を持っている「サブスクリプション情報」、そして、サブスクライバが情報を受け取る「サブスクライバ デバイス情報」の３つとなります。「サブスクリプション情報」は通知を生成する際に各アプリケーションから利用されます。また、「サブスクライバ情報」、「サブスクライバ デバイス情報」は通知を書式設定し、配布する際に利用されます。
以下にサブスクリプション管理アプリケーションのイメージ図を示します。
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Notification Servicesではサブスクライバ データとサブスクライバ デバイス データに関しては、各通知アプリケーション間で共有できるように、集中管理されるNotification Servicesのデータベースに格納されます。一方、サブスクリプション データは各アプリケーション固有のデータのため、各アプリケーション専用のデータベースに格納されます。
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サブスクリプションの種類

サブスクリプションにはイベント トリガーなサブスクリプションと定期的なサブスクリプションという２つの種類があります。

イベントトリガーなサブスクリプションは、あるイベントが発生した場合にすぐに通知をおこなうように指定されたサブスクリプションです。例えば、指定したチケットが入荷したらすぐに通知がほしい場合に利用されます。

一方、定期的なサブスクリプションはある決まった時間に通知を行なうように指定されたサブスクリプションです。例えば、毎朝７時に天気予報の通知がほしい場合に利用されます。

イベント プロバイダ
イベント プロバイダはＸMLファイルや、アプリケーション、データベースなど様々なデータソースからのイベント データを収集し、Notification Servicesが提供するデータベースに格納するコンポーネントです。イベント プロバイダは以下のAPIを利用して、イベント データをイベント テーブルに格納します。
・管理 API・管理 APIを利用するCOM API

・XML API

・SQL Server API

以下に、イベント プロバイダのイメージ図を示します。
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●管理 API・管理APIを利用するCOM API
管理APIはEventオブジェクトとEventCollectorオブジェクトを利用して単一のイベントを提供します。アプリケーションはイベント テーブルのフィールド名を利用して、Eventオブジェクトをイベント コレクタへ提供します。COM APIはCOM interopを利用して、イベント クラスをCOMインターフェースとして公開します。

●XML API
XML APIはXML データのbulk-load方法を提供します。XML イベント プロバイダは、イベント ソースからXML ドキュメントやストリームを収集し、XMLLoaderインターフェースにデータを提供し、イベント テーブルにイベント情報を書き込みます。

●SQL Server API
SQL Server APIはデータベース オブジェクトからイベント データをロードする際にストアド プロシージャを利用します。SQLイベント プロバイダの利用方法として、ストアド プロシージャを利用する方法とスケジュールに沿ったクエリを発行する方法があります。イベント プロバイダは結果セットを受け取り、APIストアドプロシージャを利用してイベント テーブルに書き込みます。
Notification Servicesでは、SQL Serverイベント プロバイダとファイル システム監視イベント プロバイダが標準として用意されています。開発者はこの標準イベント プロバイダを利用するか、またはカスタム イベント プロバイダを作成することによって、Notification Servicesのイベント プロバイダを提供します。
以下にSQL Serverイベント プロバイダとファイル システム監視イベント プロバイダの概要を示します。

	No
	イベント プロバイダ名
	概要

	1
	SQL Server
イベント プロバイダ
	SQL Serverイベント プロバイダはTransact-SQLクエリを利用し、イベント データを格納するテーブルを指定し、クエリを発行します。また、SQL Serverイベント プロバイダはストアド プロシージャ等を利用して新しいイベント データを直接イベント テーブルに格納します。

	2
	ファイル システム監視
イベント プロバイダ
	ファイル システム監視イベント プロバイダはFileSystemWatcherイベントクラスを利用して、指定されたディレクトリにあるXMLファイルを検知します。

そのフォルダに新しいXMLファイルが追加された場合、ファイル システム監視イベント プロバイダはXMLファイルをメモリ上に展開し、Notification Servicesが提供するEventLoaderオブジェクトを利用して、イベント データをイベント テーブルに格納します。


また、イベント プロバイダはイベント プロバイダ ホストと呼ばれるNotification Servicesのコンポーネントから呼び出される場合があります。ホストされたイベント プロバイダはNotification Services内で実行されます。ホストされたイベント プロバイダは、継続して実行されるか、またはADFで定義されたスケジュールに従って呼び出されます。それに対して、ホストされていないイベント プロバイダは外部アプリケーションとして実行され、独自のスケジュールでイベントを提供します。

イベント プロバイダは複数のイベント データをバッチ処理できるように、イベント データにバッチIDを付加します。ジェネレータはイベント バッチ単位でイベント データを処理します。一度に複数のイベント データをサブスクリプションと比較できるため、効率的なイベント データ処理が行えます。
ジェネレータ
ジェネレータはイベント テーブルに格納されたイベント データとサブスクリプションを比較し、通知を生成します。通知は、Trransact-SQLで記述されたルールに従って生成されます。このルールはイベントとサブスクリプションの関係や通知が生成される条件などが指定されています。また、ルールはNotification Serviceが利用するアプリケーション定義ファイル(ADF)に記述されています。
通常、ジェネレータはイベント バッチを受け取ると、現在のイベント バッチ内のイベントとすべてのサブスクリプションとを比較します。もし、あるイベントがサブスクリプションとマッチした場合、ジェネレータは通知を生成します。生成される通知には、イベント データのほか、配布に必要なサブスクライバ データやサブスクライバ デバイス データなども含まれます。生成された通知データはすぐには配布されず、一端通知テーブルに格納されます。
ジェネレータは複数の通知データをバッチ処理できるように通知データにバッチIDを付加します。ディストリビュータは通知バッチ単位で通知データを処理するため、効率的な通知データ処理が行えます。

以下に、ジェネレータのイメージ図を示します。イベント データとサブスクリプション データをルール従ってマッチングさせ、マッチしたら通知を作成し、通知テーブルに格納しています。
[image: image10.emf] 


また、定期的なサブスクリプションを行う場合には、通知を単にイベントとサブスクリプションをそのままマッチして生成するのではなく、履歴情報を利用して通知を生成します。この際利用する履歴情報はNotification Servicesによって提供される記録テーブルに格納されます。

以下に、記録テーブルを利用したジェネレータのイメージ図を示します。
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ジェネレータはイベント情報、イベント履歴情報、サブスクリプション情報を元にいくつかのルールに従って通知を生成します。これらのルールはADF内にTransact-SQLで記述されています。
●イベント記録ルール
イベント履歴情報を記録テーブルに記録・更新する際のルールです。ジェネレータが起動すると、このルールが最初に適用されます。例えば、ある株価の１日の最高値を提供する通知アプリケーションでは、記録テーブルには常に最高値が保持する必要があります。そして、より株価の高いイベントが発生した場合には記録テーブルを更新します。
●サブスクリプション イベント ルール
イベントトリガーなサブスクリプションの通知を生成する際のルールです。このルールはイベント記録ルールの後に実行されます。
●定期的なサブスクリプション ルール
定期的なサブスクリプションの通知を生成する際のルールです。このルールもイベント記録ルールの後に実行されます。
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ジェネレータの実行頻度について
ジェネレータはADF内のクォンタム時間で定義されたスケジュールによって実行されます。クォンタムはジェネレータを起動しルールを適用する頻度を指定します。頻度を大きくすると、ジェネレータは頻繁に起動しますが、その分システムリソースを必要とします。反対に頻度を小さくすると、通知が遅くなります。

ディストリビュータ
ディストリビュータは通知テーブルに格納された通知データの書式設定と配布を行います。ジェネレータによって通知バッチが作成されると、ディストリビュータは各通知情報に格納されているサブスクライバを読み込み、メッセージの書式を決定します。その後、ディストリビュータは通知の書式設定を行い、通知をSMTPサーバーなどの配布サービスに送信するため、配布チャンネルに送ります。
以下にディストリビュータのイメージ図を示します。
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●メッセージのフォーマットについて
ジェネレータによって生成された通知は書式設定されていない通知の生データです。そのため、このデータをメッセージとして読めるような書式に変換する必要があります。ディストリビュータは、XSLTなどのコンテンツ フォーマッターを利用して、通知の生データの書式設定を行います。
ディストリビュータは通知情報からサブスクライバの配布先デバイスやロケール情報を読み込み、その組み合わせにあったコンテンツ フォーマッターをマッチさせます。また、書式設定された通知には、通知の生データ、書式設定時に計算されたデータと、コンテンツ フォーマッターによって指定されたテキストが含まれます。
●配布チャンネルについて
Notification Servicesは直接サブスクライバに通知を送るのではなく、配布チャンネルを通して間接的に最終的な通知を配布します。配布チャンネルは通知をプロトコル パケットに変換し、Exchange Serverなどの配布サービスに渡します。最終的にサブスクライバはそれらの配布サービスから通知を受け取ります。Notification Servicesには、以下のような配布チャンネルをサポートするプロトコルが含まれています。

· Exchangeや他のSMTP ServersにNotificationを送信するためのSMTPプロトコル
· SOAP、SMS、.NET Alertsなどの拡張されたHTTPプロトコル
· オペレーティング システム ファイルに通知を行うファイル プロトコル

通知の配布には要約配布とマルチキャスト配布の２つの配布方法があります。以下にその特徴を示します。
	配布の種類
	概要

	要約配布
	１人のサブスクライバに対して複数の通知をまとめて配布します。
例えば、あるサブスクライバが複数の会社の株価情報の通知を受け取りたい場合、各株価情報をまとめて、１つの通知として送ることができます。

	マルチキャスト配布
	複数のサブスクライバに対して同じ通知を配布します。
例えば、天気予報を通知する通知アプリケーションの場合、１回だけ生通知データの書式設定をし、複数のサブスクライバに送ることによって、システムのリソースを節約できます。
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再配布について

ディストリビュータは初回の配布が失敗したときに再配布を行うことができます。再配布のスケジュールはアプリケーション定義ファイル（ADF）内で定義します。再配布は設定したスケジュールが完了するか、または通知が期限切れになるまで繰り返されます。

アプリケーション アーキテクチャ
通知アプリケーション開発概要

通知アプリケーションは、以下のような６つのコンポーネントから構成されます。開発者はこれらのコンポーネントをNotification Servicesが提供するNSControlユーティリティなどを利用して開発します。
	No
	コンポーネント
	概要

	1
	構成ファイルとADF
	構成ファイルには、Notification Servicesのインスタンスの構成情報が記述されており、また、ADFには、通知アプリケーションのデータと構造が記述されています。

NSControlユーティリティのCreateコマンドが実行されると、これらのファイルを利用して、Notification ServicesのインスタンスとアプリケーションをSQL Serverのテーブルや他のオブジェクトと共にセットアップします。

	2
	Notification Services 
プラットフォーム
	プロバイダ ホスト、ジェネレータ、ディストリビュータ コンポーネントを含むNotification Services エンジンと、Notification Services用のSQL Serverデータベースから構成されるNotification Servicesの中心的なコンポーネントです。

	3
	サブスクリプション管理

アプリケーション
	Notification Servicesに必要なサブスクライバとサブスクリプション情報などの追加、削除、更新する際に利用します。

	4
	イベント プロバイダ
	外部からのイベント データを収集し、Notification Servicesに提供します。

	5
	コンテンツ フォーマッター
	通知の生データを配布先のデバイスに応じた形式にフォーマットします。

	6
	配布プロトコル
	最終的な通知メッセージを作り、外部の配布サービスにデータを渡します。


通知アプリケーション開発フロー

ここでは、通知アプリケーションの一般的な開発フローを示します。まず開発フローのイメージを以下に示します。
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●通知アプリケーションのデザイン
まず開発者は通知アプリケーションのデザイン、つまり通知アプリケーションが利用者に提供するサービスを考える必要があります。どのような通知を行うのか、どのような頻度で行うのか、また、どのような通知デバイスを提供するのかなどについて、システム構成を考慮してデザインを検討します。
●構成ファイル・ADFの作成
次に、通知アプリケーションのデザインに沿って、構成ファイルとアプリケーション定義ファイル(ADF)を作成します。構成ファイルは文字通り作成するアプリケーション名や、利用するデータベース名など通知アプリケーションの構成情報を定義するファイルです。そのため、構成ファイルの定義はNotification Servicesを利用した通知アプリケーション作成をする最初の段階で行われる必要があります。
ADFはNotification Servicesに必要なイベント、サブスクリプション、通知のスキーマ定義を始め、通知生成ルールなどを定義するファイルです。ADFの定義は通知アプリケーション開発において最も重要な作業です。構成ファイルとADFはXML形式で記述されています。尚、この２つのファイルの構成要素は後ほど詳しく説明します。
●通知アプリケーションのインスタンスとデータベースの作成
作成された構成ファイルとADFを元に通知アプリケーションのインスタンスを作成します。作成にはNotification Servicesで提供されているNSControlユーティリティを利用します。NSControlユーティリティは構成ファイルとADFの設定に沿って通知アプリケーションのインスタンスとNotification Servicesに必要なデータベースを自動的に作成します。つまり、通知アプリケーションの大部分は構成ファイル、ADF、そしてNSControlユーティリティによって簡単に作成できます。また、作成されたデータベースには通知アプリケーションで必要な様々なストアドプロシージャも作成されます。NSControlコントロールの詳細についても後ほど詳しく説明します。

●サブスクリプション管理アプリケーションの作成
通知アプリケーションでは、サブスクライバのサブスクリプション情報を登録、修正、削除するためサブスクリプション管理アプリケーションが必要です。開発者はVisual Studio .NETなどの開発ツールを利用してサブスクリプション管理アプリケーションを作成しなければなりません。
●カスタム コンポーネントの作成

Notification Servicesでは、標準イベント プロバイダ、標準コンテンツ フォーマッター、標準配布チャンネルをあらかじめ提供しています。しかし、通知アプリケーションの仕様に応じて、開発者はカスタム イベント プロバイダ、カスタム コンテンツ フォーマッター、カスタム 配布チャンネルを作成し、通知アプリケーションに組み込むことが可能です。
●通知アプリケーションの展開

最後に、開発者は作成した通知アプリケーションやデータベースを実際のシステム環境に展開します。開発者はシステム要件に応じて、１台のサーバーに異なるバージョンのNotification Servicesのインスタンスを展開することや、通知アプリケーションを複数サーバー上に展開します。
構成ファイルについて
Notification Servicesの構成ファイルは、Notification Servicesの各インスタンスを定義しています。構成ファイルは、XML形式で記述されており、インスタンス情報のほか、そのインスタンスによってホストされているアプリケーションの情報や、配布チャンネルやプロトコル、データベース情報などか定義されています。

以下に構成ファイルで設定できる主な項目を示します。

	No
	項目
	概要

	1
	パラメータ デフォルト
	構成ファイル内で利用するパラメータの値を定義します。

<PrameterDefault>ノード内で設定します。

	2
	バージョン
	構成ファイルのバージョン番号を定義します。

<Version>ノード内で設定します。

	3
	履歴
	構成ファイルの履歴を定義します。Notification Servicesはこの情報を利用しません。

<History>ノード内で設定します。

	4
	インスタンス名
	インスタンス名を定義します。このインスタンス名からインスタンス データベース名（instance_nameNSMain）が指定されます。アプリケーション データベース名もこのインスタンス名を利用して指定されます。

また、Notification Servicesのインスタンスを実行するWindowsサービス名はNS$instance_nameと指定されます。
<InstanceName>ノード内で設定します。

	5
	データベース システム名
	インスタンスとアプリケーション データを格納するSQL Serverのインスタンス（computer_name\instance_name）を定義します。
<SqlServerSystem>ノード内で設定します。

	6
	データベース
	インスタンス データベースのプロパティとログ ファイルを定義します。

<Database>ノード内で設定します。

	7
	アプリケーション
	インスタンスからホストされるアプリケーションを定義します。

また、小ノードの<Application>でアプリケーション名やベース ディレクトリ パス、およびADFのパスを定義します。

<Applications>ノード内で設定します。

	8
	プロトコル
	カスタム プロトコルを定義します。Notification Servicesで提供する標準プロトコル（SMTP, File）を利用する場合は指定する必要はありません。

<Protocol>ノード内で設定します。

	9
	配布チャンネル
	１つ以上の配布チャンネル（配布プロトコルのインスタンス）を指定します。小ノードの<DeliveryChannel>でサーバー名やユーザー名、パスワード等の通知を配布する際に利用する情報を指定します。

<DeliveryChannels>ノード内で設定します。

	10
	引数の暗号化
	インスタンス データベースやアプリケーション データベース内に格納される配布チャンネルやイベント プロバイダ情報の暗号化を指定します。しかし、NSControlのCreateコマンドでデータベースを作成するときや、Registerコマンドでインスタンスを登録するときに暗号キーを提供する必要があります。

<EncryptArguments>ノード内で設定します。


アプリケーション定義ファイル（ADF）について
アプリケーション定義ファイル（ADF）はアプリケーションを定義するすべてのメタデータを格納しています。構成ファイルと同様に、ADFはXML形式で記述されており、イベントやサブスクリプション、通知の構成やロジックなども定義します。
以下にADFで指定される主な項目を示します。

	No
	項目
	概要

	1
	パラメータ デフォルト
	ADF内で利用するパラメータの値を定義します。

<ParameterDefaults>ノード内で設定します。

	2
	バージョン
	ADFのバージョン番号を定義します。

<Version>ノード内で設定します。

	3
	履歴
	ADFの履歴を定義します。Notification Servicesはこの情報を利用しません。

<History>ノード内で設定します。

	4
	データベース
	デフォルトで指定されているデータベース以外のデータベースをアプリケーション データベースとして作成したい場合、このノードにデータベース情報を指定します。特に指定されていない場合はデフォルトのデータベースを利用します。

<Database>ノード内で設定します。

	5
	イベント クラス
	通知アプリケーションが収集するイベントを定義します。小ノードの<EventClass>でイベント データを格納するフィールドやフィールド型、インデックスを指定します。また、イベント記録テーブルを利用したい場合は、ここで、イベント記録ルールの設定や、イベント記録テーブルの定義も行います。

通常、イベント記録テーブルは定期的なサブスクリプションで利用するイベント データを記録します。
<EventClasses>ノード内で設定します。

	6
	サブスクリプション クラス
	通知アプリケーションが受け入れるサブスクリプションのタイプや、通知生成ルールを定義します。

小ノードの<SubscriptionClass>でサブスクリプション データを格納するフィールドや、フィールド型、インデックスを指定します。

<SubscriptionClass>の子ノードの<EventRules>内で、イベント ドリブンなサブスクリプションの通知生成ルールを指定します。イベント ルールはイベントバッチが実行される度に実行されます。通知生成ルールはイベントテーブルからのイベント データと、サブスクリプション情報をマッチさせ、このマッチによって、通知を生成する通知関数を利用します。

定期的なサブスクリプションを利用する場合は、<SubscriptionClass>の子ノードの<ScheduledRules>内で通知生成ルールを指定します。スケジュール ルールは定期的なサブスクリプションが実行される度に実行されます。通知生成ルールはイベント記録テーブルのイベント データと、サブスクリプション情報をマッチさせ、このマッチによって、通知を生成する通知関数を利用します。

また、サブスクリプション記録テーブルを利用したい場合は、ここで、サブスクリプション記録ルールの設定や、サブスクリプション記録テーブルの定義も行います。

通常、サブスクリプション記録テーブルは、サブスクライバに同じ通知を送らないために前回の通知情報を記録する際に利用します。
<SubscriptonClasses>ノード内で設定します。

	7
	通知クラス
	通知アプリケーションが生成する通知を定義します。
小ノードの<NotificationClass>でサブスクライバに送られる通知データを格納するフィールドや、フィールド型、要約配布のグルーピングを指定します。また、イベント記録テーブルを利用した計算結果を格納するフィールドの指定も行えます。

その他、コンテンツ フォーマッター、通知バッチ サイズ、要約配布・マルチキャスト配布の設定も行えます。

<Protocols>ノードでは利用するプロトコル情報や再配布スケジュールを指定します。また、<ExprationAge>ノードでは通知の期限を設定します。

<NotificationClasses>ノード内で設定します。

	8
	プロバイダ
	通知アプリケーションが利用するイベント プロバイダを定義します。

小ノードの<HostedProvider>でホストされたイベント プロバイダの定義や、スケジュールを指定できます。
<Providers>ノード内で設定します。

	9
	ジェネレータ
	ジェネレータをホストするサーバーや、アプリケーション ルールを処理する際に利用されるスレッド数などを設定します。

<Generator>ノード内で設定します。

	10
	ディストリビュータ
	各ディストリビュータの設定を指定します。小ノードの<Distributor>でディストリビュータをホストするサーバーや、ディストリビュータの実行頻度、スレッド数などを指定します。

<Distributors>ノード内で設定します。

	11
	アプリケーションの実行
設定
	アプリケーションのパフォーマンスや振る舞いを決定します。

<ApplicationExecutionSettings>ノード内で設定します。


NSControlユーティリティについて
NSControlは、Notification Servicesを作成するためのコマンド プロンプト ユーティリティです。NSControlを利用すると、通知インスタンスとアプリケーションの展開、設定、モニタリング、コントロールを行えます。以下に、NSControlのコマンドを示します。

	コマンド
	概要

	NSControl Create
	Notification Servicesの新しいインスタンスを作成します。

	NSControl Delete
	現在のNotification Servicesのインスタンスを削除します。

	NSControl Disable
	指定したNotification Services コンポーネントを無効にします。

	NSControl Display ArgumentKey
	配布チャンネルとイベント プロバイダの引数の暗号化キーを表示します。

	NSControl Enable
	指定したNotification Servicesコンポーネントを有効にします。

	NSControl ListVersions
	インストールされているバージョンと、登録されているNotification Servicesのインスタンス情報を表示します。

	NSControl Register
	Notification Servicesのインスタンスを登録します。

	NSControl Status
	インスタンスとアプリケーションの現在のステータスを表示します。

	NSControl Unregister
	Notification Servicesのインスタンスの登録を削除します。

	NSControl Update
	現在のNotification Servicesのインスタンスを更新します。

	NSControl Upgrade
	Notification ServicesのインスタンスをStandard EditionからEnterprise Editionまたは、新しいバージョンにアップグレードします。


付属サンプルの実行
Notification Services付属サンプルについて
Notification Servicesでは、開発者に４つのサンプル プログラムを提供しています。サンプル プログラムを通して通知アプリケーションの概念をはじめ、通知アプリケーションの構成ファイルやADF、NSControlユーティリティなどが理解できるようになっています。また、サンプル プログラムは単にサンプルとしてではなく、新しい通知アプリケーションを作成する際のテンプレートとして利用されます。
以下に付属サンプルの概要を示します。
	項目
	内容

	Stockサンプル
	株価情報を通知するサンプルです。配布される通知はイベントドリブンな株価情報と定期的な株価サマリー情報です。

	Flightサンプル
	航空券情報を通知するサンプルです。配布される通知はイベントドリブンな航空券情報です。

	Weatherサンプル
	指定都市の天気予報を通知するサンプルです。配布される通知は定期的な通知です。

	Realtorサンプル
	不動産情報を通知するサンプルです。配布される情報はイベントドリブンな通知です。また、他の３つのサンプルと異なり、SQL Serverイベント プロバイダを利用します。


サンプルのインストール

サンプルのインストールはNotification ServicesがインストールされているフォルダにあるSetupSamples.cmdから行います。

まず、[スタート] – [プログラム] – [Microsoft SQL Server Notification Services (2.0.2114.0)] –[Notification Services コマンド プロンプト]を選択し、コマンド プロンプトを起動します。
	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0>


コマンド ラインに「cd Samples」と入力し、エンター キーを押してSamplesフォルダへ移動します。
	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0>cd Samples
C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples


SetupSamplesフォルダ内にあるSetupSmaples.cmdにはユーザー アカウント名、サービス アカウント名などのコマンドライン引数が必要です。詳細はコマンド ラインに「SetupSamples.cmd」と入力後、エンター キーを押して表示されるUsageを参照してください。

	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples>SetupSamples


ここではWindows統合認証のSQL ServerにAdministrator権限を持つドメイン ユーザーがサンプルをインストールする例を示します。
	\Samples>SetupSamples “YourDomain\ServiceAccount” “ServiceAccountPassword” SQLSERVERNAME


サンプルのインストールが正常に完了すると、４つのサンプルのIISフォルダとサービスが作成されます。
Flightサンプルについて

ここではNotification Servicesで提供されているサンプル プログラムの１つであるFlightサンプルを実行します。Flightサンプルはある航空券が指定した金額以下になったら通知を行う通知アプリケーションです。Flightサンプルの特徴はイベントドリブンな通知を行うことです。つまり、イベントが発生したらすぐにイベント情報とサブスクリプションのマッチングを行い、通知の生成、配布を行います。以下にFlightサンプルのクラス概要を示します。

	項目
	内容

	イベント クラス
	標準イベント クラス

	サブスクリプション クラス
	イベントドリブン サブスクリプション

	通知クラス
	要約配布を利用

	イベント プロバイダ
	ファイル システム監視イベント プロバイダ

	コンテンツ フォーマッター
	XSLTコンテンツ フォーマッター

	配布プロトコル
	SMTP、ファイル配布プロトコル


それではFlihgtサンプルを起動してみましょう。まず、[Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples\Flight]フォルダ内の[flight.sln]ファイルをダブル クリックします。

ダブルクリック後、Visual Studio .NETが起動しFlightサンプルが表示されます。下図のようにFlightサンプルは[AppDefinition]と[Subscribe]という２つのプロジェクトから構成されています。
[image: image16.emf] 


このうち[AppDefinition]は通知アプリケーションを作成するプロジェクトで、構成ファイルやADFを始め、NSControlユーティリティを利用するスクリプトなどから構成されます。
以下に、[AppDefinition]のプロジェクトの主なファイルの概要を示します。
	配布の種類
	概要

	appADF.xml
	FlightサンプルのADFです。

	appConfig.xml
	Flightサンプルの構成ファイルです。

	Application.xslt
	通知の書式設定ファイルです。

	EventSchema.xsd
	イベント クラスのスキーマを定義するファイルです。

	RunBuild.cmd
	AppDefinitionプロジェクトのビルド時に起動されるファイルです。ここからRunCreate.cmdを呼び出します。

	RunCreate.cmd
	NSControlユーティリティを実行するファイルです。ここで通知アプリケーションのインスタンスとデータベースが作成されます。

	GrantPermissions.cmd
	作成されたデータベースへの権限を設定するファイルです。


もう一つの[Subscribe]プロジェクトはサブスクリプション管理アプリケーションです。下図のようにサブスクリプションを入力するWebベースのユーザー インターフェースを提供しています。
[image: image17.emf] 


FlightサンプルのADFについて
FlightサンプルのADFファイルを参考にしてFlightサンプルの機能を確認します。
●イベント クラス

以下にFightサンプルのADFで定義されているイベント クラスを示します。ADFでは各イベント クラスを<EventClass>要素内で定義します。ここで定義されたイベント クラスが実際に通知アプリケーションのデータベース内に作成されるイベント テーブルとなります。<EventClass>要素内ではフィールド名を指定する<FieldName>要素やフィールドの型を表す<FieldType>要素によって、各フィールドが定義されます。
	<EvenClasses>
    <EvenClass>
        <EvenClassName>FlightEvents</EvenClassName>
        <Schema>
        <Field>
            <FieldName>LeavingFrom</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(6)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>GoingTo</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(6)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>Carrier</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>Price</FieldName>
            <FieldType>float</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>Conditions</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(3500)</FieldType>
        </Field>
        </Schema>
        <IndexSqlSchema>
        <SqlSatement>
CREATE INDEX FlightEventsIndex ON FlightEvents ( LeavingFrom, GoingTo )
</SqlSatement>
        </IndexSqlSchema>
    </EvenClass>
</EvenClasses>


●サブスクリプション クラス
以下にFlightサンプルのADF内で定義されているサブスクリプション クラスを示します。先ほどのイベント クラス同様、通知クラスのフィールド名やフィールド型といったスキーマ情報が定義されています。イベントドリブンな通知を行う通知アプリケーションの場合、通知を生成するルールを<SubscriptionClass>要素の<EventRules>要素内で定義します。
	<SubscriptionClasses>
    <SubscriptionClass>
        <SubscriptionClassName>FlightSubscriptions</SubscriptionClassName>
        <Schema>
        <Field>
            <FieldName>DeviceName</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>SubscriberLocale</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(10)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>LeavingFrom</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(6)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>GoingTo</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(6)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>Carrier</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>Price</FieldName>
            <FieldType>float</FieldType>
        </Field>
        </Schema>
        <IndexSqlSchema>
        <SqlSatement>CREATE INDEX FlightSubscriptionsIndex ON FlightSubscriptions ( LeavingFrom, GoingTo )</SqlSatement>
        </IndexSqlSchema>
         <EvenRules>
        <EvenRule>
            <RuleName>FlightSubscriptionsEventRule</RuleName>
            <Action>
            SELECT dbo.FlghtNotificationsNotify(S.SubscriberId, S.DeviceName, S.SubscriberLocale, E.Carrier, E.LeavingFrom, E.GoingTo, E.Price, E.Conditions)
            FROM FlightEvent E, FlightSubscriptions S
            WHERE     E.LeavingFrom     = S.LeavingFrom
            AND    E.GoingTo    = S.GoingTo
            AND    (  (E.Carrier = S.Carrier) OR (S.Carrier = '*')  )
            AND    E.Pric    &lt; S.Price

            </Action>
            <EvenClassName>FlightEvents</EvenClassName>
        </EvenRule>
        </EvenRules>
    </SubscriptionClass>
</SubscriptionClasses>


<EventRules>要素を以下に示します。実際に通知を生成するかどうかの判断は<EventRule>要素内の<Action>要素でTransact-SQL文を用いて定義します。Transact-SQL文を定義する上で必要となるイベント テーブルやサブスクリプション テーブルは直接記述せず、各クラス名を用います。ここでは「発着都市と航空会社が共に等しく、イベント テーブルの航空券の価格がサブスクリプション テーブルの価格以下の場合のみ通知を生成する」というルールを定義しています。
	<EvenRules>
    <EvenRule>
        <RuleName>FlightSubscriptionsEventRule</RuleName>
        <Action>
            SELECT dbo.FlghtNotificationsNotify(S.SubscriberId, S.DeviceName, S.SubscriberLocale, E.Carrier, E.LeavingFrom, E.GoingTo, E.Price, E.Conditions)
            FROM FlightEvent E, FlightSubscriptions S
            WHERE     E.LeavingFrom     = S.LeavingFrom
            AND    E.GoingTo    = S.GoingTo
            AND    (  (E.Carrier = S.Carrier) OR (S.Carrier = '*')  )
            AND    E.Pric    &lt; S.Price

        </Action>
        <EvenClassName>FlightEvents</EvenClassName>
    </EvenRule>
</EvenRules>


●通知クラス
以下にFlightサンプルのADF内で定義されている通知クラスを示します。通知クラスも他のクラス同様、通知クラスのテーブルのフィールド名と型を定義します。サブスクライバへの通知は通知クラスで指定したフィールドのデータを利用します。また、コンテンツ フォーマッターや通知プロトコルの指定なども行っています。
	<NotifcationClasses>
    <NotifcationClass>
            <NotifcationClassName>FlightNotifications</NotifcationClassName>
            <Schema>
        <Fields>
                <Field>
            <FieldName>Carrier</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(6)</FieldType>
                </Field>
                <Field>
            <FieldName>LeavingFrom</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(6)</FieldType>
                </Field>
                <Field>
            <FieldName>GoingTo</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(6)</FieldType>
                </Field>
                <Field>
            <FieldName>Price</FieldName>
            <FieldType>float</FieldType>
                </Field>
                <Field>
            <FieldName>Conditions</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(3500)</FieldType>
                </Field>
        </Fields>
            </Schema>
            <ContentFormatter>
        <ClassName>XsltFormat_er</ClassName>
        <Arguments>
                <Argument>
            <Name>XsltBaseDirectoryPath</Name>
            <Value>%_BaseDirectryPath_%\AppDefinition</Value>
                </Argument>
                <Argument>
            <Name>XsltFleName</Name>
            <Value>NoOp.xslt</Value>
                </Argument>
        </Arguments>
            </ContentFormatter>
            <DigestDelivery>true</DigestDelivery>
            <Protocols>
        <Protocol>
                <ProtocolName>SMTP</ProtocolName>
                <Fields>
            <Field>
                    <FieldName>Subject</FieldName>
                    <SqlExpression>'Flight notification: '+CONVERT (NVARCHAR(30), GETDATE())</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>BodyFormat</FieldName>
                    <SqlExpression>'html'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>From</FieldName>
                    <SqlExpression>'sender@adventur-works.com'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>Pri_u114 ?ty</FieldName>è
                    <SqlExpression>'Normal'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>To</FieldName>
                    <SqlExpression>DeviceAddress</SqlExpression>
            </Field>
                </Fields>
        </Protocol>
        <Protocol>
                <ProtocolName>File</ProtocolName>
                <Fields>
            <Field>
                    <FieldName>LeavingFrom</FieldName>
                    <FieldReference>LeavingFrom</FieldReference>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>GoingTo</FieldName>
                    <FieldReference>GoingTo</FieldReference>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>Carrier</FieldName>
                    <FieldReference>Carrier</FieldReference>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>Price</FieldName>
                    <FieldReference>Price</FieldReference>
            </Field>
            <Field>
                    <FieldName>Conditions</FieldName>
                    <FieldReference>Conditions</FieldReference>
            </Field>
                </Fields>
        </Protocol>
            </Protocols>
            <ExpirationAge>PT2H</ ExpirationAge>
    </NotifcationClass>
</NotifcationClasses>


●イベント プロバイダ
最後にFlightサンプルのADF内で定義されているイベント プロバイダを以下に示します。FlightサンプルではNotification Servicesの標準イベント プロバイダのFileSystemWatchProviderを利用しています。FileSystemWatchProviderは指定したディレクトリを監視し、イベント ファイルがディレクトリ内に追加された際に各イベントのスキーマをチェックし、Flightサンプルで指定したイベント スキーマと同じスキーマを持つイベントのみイベント テーブルに格納します。
	<Providers>
    <HostedProvider>
        <ProviderName>FlightEP</ProviderName>
        <ClassName>FileSystemWatcherProvider</ClassName>
        <SystemName>%__NSSystem_%</SystemName>
        <Arguments>
        <Argument>
            <Name>WatchDirectory</Name>
            <Value>%_EventsDir_%</Value>
        </Argument>
        <Argument>
            <Name>SchemaFile</Name>
            <Value>%_BaseDirectryPath_%\AppDefinition\EventsSchema.xsd</Value>
        </Argument>
        <Argument>
            <Name>EvenClassName</Name>
            <Value>FlightEvents</Value>
        </Argument>
        </Arguments>
    </HostedProvider>
</Providers>


ここで紹介したFlightサンプルのADFと実際のFlightのシステムを比較した図を以下に示します。
[image: image18.emf] 


Flightサンプルの実行

それではFlightサンプルを実行します。Flightサンプルの実行手順は以下の通りです。
[image: image19.emf] 


●AppDefinitionプロジェクトのビルド
下図のようにAppDefinitionプロジェクトを右クリックし、[ビルド]を選択します。ビルドを選択するとAppDefinitonプロジェクト内のバッチ ファイルが実行され、通知アプリケーションのインスタンスとデータベースが作成されます。この際、データベースにはNotification Servciesに必要な様々なテーブルとストアドプロシージャが作成されます。
[image: image20.emf] 


●サービスの開始

それではFlightインスタンスのサービスを開始します。[スタート]－[プログラム]－[管理ツール]－[サービス]を選択します。Flightインスタンスは[NS$FlightInstance]と表記されており、まだ開始されていません。そのため、下図のように[NS$FlightInstance]を右クリックし、[開始]を選択します。
[image: image21.emf] 


●Subscribeプロジェクトの実行

[NS$FlightInstance]の開始後、サブスクリプション管理アプリケーションを起動します。下図のようにSubscribeプロジェクトを右クリックし、[デバック]－[新しいインスタンスを開始]を選択し、Subscribeプロジェクトを実行します。
[image: image22.emf] 


サブスクリプション管理アプリケーションの画面を以下に示します。
[image: image23.emf] 


●サブスクリプションの入力
それではサブスクリプションを入力します。今回はデフォルト設定のまま[Alert Signup]ボタンをクリックします。クリック後、下図のように画面上部に登録されたサブスクリプション情報が表示されます。今回は入力したサブスクリプションは「シアトル発　カンクン着の運賃が800ドル以下のすべての航空会社のチケット情報があったら通知する」というものです。
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●イベントの発生
Flightサンプルではファイル システム監視イベント プロバイダを利用しているため、イベント情報が記述されているXMLファイルを指定されたフォルダに格納することでイベントを発生させます。
実際にファイル システム監視イベント プロバイダが監視しているのはEventsフォルダ（[\Samples\Flight\Test\Events]）です。Flightサンプルにはあらかじめイベント データが記述されているXMLファイル（[\Samples\Flight\Test\EventData.xml）が用意されているので、これをEventフォルダにドラックアンドドロップしてイベントを発生します。
以下にEventData.xmlの一部を示します。

<eventData>


<event>

    <LeavingFrom>SEA</LeavingFrom>

    <GoingTo>CUN</GoingTo>

    <Carrier>MA</Carrier>

    <Price>765</Price>

    <Conditions>省略</Conditions>


</event>

<event>省略


</event>
上記のイベントは「シアトル発　カンクン着　メキシカン航空の765ドルのチケット」という情報を含んでいます。これは先ほど作成した「シアトル発　カンクン着の運賃が800ドル以下のすべての航空会社のチケット情報があったら通知する」というサブスクリプションにマッチするため、このイベントが発生した場合通知が生成されます。
それでは、実際にイベントを発生させます。[\Samples\Flight\Test]にある[EventData.xml]ファイルをEventsフォルダ（[\Samples\Flight\Test\Events]）にドラック アンド ドロップします。
図のように、ドラック アンド ドロップ直後はXMLファイルとなっていますが、数秒後、イベントとして処理され、拡張子が[done]と変更されます。
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●通知の確認
それでは作成された通知を確認します。Flightサンプルでは通知先のメールアドレスをログオン名としているため、実際にメールは送信されていませんが、通知情報は[C:\Inetpub\mailroot\Drop]フォルダ内で確認できます。以下にDropフォルダを示します。

[image: image27.emf] 


このようにFlightサンプルでは指定した航空券の通知を受け取ることができます。実際にファイルをダブル クリックして表示される通知情報は以下のようになります。

[image: image28.emf] 

 


第2部 通知アプリケーションの開発

サンプル アプリケーションの概要

概要
第２部では通知アプリケーションの開発例としてNotification Servicesを利用したチケット情報通知アプリケーションを作成します。このアプリケーションはチケット販売会社がチケットを効率的に販売するためのシステムです。このアプリケーションを利用するとチケット販売会社は新規チケットが入荷したときに、そのチケットを必要とする会員に自動的にメールを送信することができます。
下図はチケット通知アプリケーションのイメージ図です。図のようにチケット情報通知アプリケーションにはサブスクリプション登録画面と新規チケット情報登録画面が用意されています。サブスクリプション登録画面はサブスクリプション管理アプリケーションの役割を担います。会員はこの画面から自分が購入したいチケット、つまりサブスクリプションを登録します。
一方、新規チケット登録画面はチケット販売会社が新しく入荷したチケット情報を登録する画面です。チケット販売会社はここからチケット情報を入力するだけで、そのチケットを必要とする会員へメールを送信できます。
このシステムを利用することで会員とチケット販売会社双方にメリットがあります。会員は自分の興味のあるチケットの情報を素早く入手し、購入することができるようになります。一方、チケット販売会社は、チケットの希望者に情報を効率的に送信できるため、素早くチケットを販売できます。

[image: image29.emf] 


●サブスクリプション管理アプリケーションについて
サブスクリプション管理アプリケーションでは会員にイベントドリブンなサブスクリプションの登録と定期的なサブスクリプションの登録を行える機能を提供します。
●通知情報について
会員はチケット情報通知アプリケーションから以下の２種類の通知を受け取ることができます。これらの通知はサブスクリプション登録時に選択することができます。
	No
	通知
	概要

	1
	最新チケット情報の通知

(イベント ドリブンな通知）
	最新チケット情報の通知はイベントドリブンな通知を提供します。すなわち、チケット販売会社がチケット情報を入力後、即座にサブスクリプションとのマッチングが行われ、通知の生成と配布が行われます。そのため、会員には常に最新のチケット情報が送られます

	2
	最安値のチケット情報の通知
(定期的な通知)
	最安値のチケット情報の通知は定期的な通知を提供します。すなわち、サブスクライバが指定した時間になったら記録データとサブスクリプションとのマッチングを行い、通知の生成と配布を行います。
ここでは、会員が指定するチケットの希望価格に関係なく、毎日決められた時間にそれまでの最安値のチケット情報を提供します。


●データベースについて
チケット情報通知アプリケーションでは、Windows統合認証を行っている３つのデータベースを利用しています。Notification Servicesが利用する「TicketInstanceNSMainデータベース」と「TicketInstanceNSMainデータベース」、そしてイベント情報を格納する外部の「TicketDBデータベース」です。このうち、「TicketInstanceNSMainデータベース」はサブスクライバ情報を格納し、「TicketInstanceNSMainデータベース」はサブスクリプション情報を格納します。
一方、「TicketDBデータベース」はチケット販売会社が登録する新規チケット情報を格納するデータベースです。第１部で学んだFlightサンプルとは異なり、このチケット通知アプリケーションではイベント プロバイダとして、SQL Server イベント プロバイダを利用します。

SQL Server イベント プロバイダは指定したテーブルに追加されたデータをイベントとして収集するイベント プロバイダです。今回はTicketDBデータベース内のTicketsテーブルに追加したチケット情報をイベントとして処理します。具体的にはTicketsテーブルで定義されているトリガーによって、新規チケット情報をTicketInstnceTicketデータベースのイベント バッチ テーブルに格納するように指定することでイベントを発生させています。
画面構成
チケット情報通知アプリケーションには、「サブスクリプション登録画面」と「新規チケット情報登録画面」という２つのWebフォームがあります。今回はサブスクリプション画面でサブスクリプションを登録後、新規チケット情報登録画面でサブスクリプションにマッチする情報を入力し、通知を生成します。以下にサブスクリプション登録画面を示します。
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この画面で指定されるサブスクリプション情報は以下の通りです。
	情報
	内容

	スポーツ カテゴリ
	観戦希望スポーツを指定します。

	チーム名
	観戦希望チーム名を指定します。

	日時
	観戦希望日時を指定します。

	場所
	観戦希望場所を指定します。

	価格
	チケットの希望価格を指定します（最安値チケット情報を希望する場合は指定することができません）。

	時間
	通知希望時間を指定します（「最安値のチケット情報を選択します」にチェックが入っている場合）。

	タイムゾーン
	サブスクライバがいるタイムゾーン（時間帯）を指定します（「最安値のチケット情報を選択します」にチェックが入っている場合）。


また、チケット販売会社が利用する新規チケット情報登録画面を以下に示します。
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ここでチケット販売会社が指定するのは以下の情報です。
	情報
	内容

	スポーツ カテゴリ
	新規スポーツ チケットのジャンルを指定します。

	チーム名
	新規スポーツ チケットのチーム名を指定します。

	日時
	新規スポーツ チケットの日時を指定します。

	場所
	新規スポーツ チケットの場所を指定します。

	価格
	新規スポーツ チケットの価格を指定します。

	説明
	新規スポーツ チケットに関する付加情報です。


開発フロー

ここでは、これから開発する通知アプリケーションの開発フローを示します。
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上図のようにチケット情報通知アプリケーションは大きく３つに分けることができます。まず、AppDefinitionプロジェクトを編集して通知アプリケーションを作成します。次に、サブスクリプション管理アプリケーションをASP.NETを利用して作成します。その後、通知サービスの実行し、通委アプリケーションを実行します。
ここではチケット情報通知アプリケーションの開発フローを示しましたが、通常、通知アプリケーション システムを作成する際には上図の色がついている工程を行います。

通知アプリケーションの実装

CopySampleコマンドの実行
Notification Servicesには４つのサンプルが用意されています。これらは単にサンプルだけではなく、新しい通知アプリケーションを開発するためのテンプレートとして利用することができます。チケット情報通知アプリケーションでは、SQL Serverイベント プロバイダを利用するため、Realtorサンプルをテンプレートとして利用しながら開発を行います。
サンプルをテンプレートとして利用するにはNotification Servicesがインストールされているフォルダにある[CopySample.cmd]を用います。
まず、[スタート] – [プログラム] – [Microsoft SQL Server Notification Services (2.0.2114.0)] –[Notification Services コマンド プロンプト]を選択し、コマンド プロンプトを起動します。

	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0>


コマンド ラインに「cd Samples」と入力し、エンター キーを押してSamplesフォルダへ移動します。
	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0>cd Samples
C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples


Samplesフォルダ内にあるCopySample.cmdにはコピー元のサンプル名と新しく作成するサンプル名といったコマンドライン引数が必要です。今回はコピー元のサンプルをRealtor、コピー先の新しいサンプルをTicketと指定するので、以下のようにコマンドラインに入力し、エンター キーを押します。
	(省略)\Samples>CopySample Realtor Ticket


RealtorサンプルをテンプレートとしたTicketサンプルが新しく作成され、下図のようにTicketフォルダも生成されました。
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生成されたTicketフォルダには [AppDefinition]フォルダや[Subscription]フォルダを始め様々なファイルがありますが、今回新しくサブスクリプション管理アプリケーションを作成するため「Subscription」フォルダと「Ticket.sln」ファイルを削除してください。以下に削除後のTicketフォルダを示します。
[image: image34.emf] 


SetupSampleコマンドの実行
前項ではCopySampleコマンドを利用してRealtorサンプルから新しくTicketサンプルを作成しました。ここでは作成されたTicketサンプルのSetupSampleコマンドを実行し、「NS$TicketInstance」という名前のNotification Servicesのサービスを作成します。このサービスは[スタート]－[プログラム]－[管理ツール]－[サービス]に表示されます。
まず、[スタート] – [プログラム] – [Microsoft SQL Server Notification Services (2.0.2114.0)] –[Notification Services コマンド プロンプト]を選択し、コマンド プロンプトを起動します。

	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0>


コマンド ラインに「cd Samples」と入力し、エンター キーを押してSamplesフォルダへ移動します。
	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0>cd Samples
C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples


コマンド ラインに「cd Ticket」と入力し、エンター キーを押してTicketフォルダへ移動します。
	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples>cd Ticket
C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples\Ticket


Ticketフォルダ内にあるSetupSample.cmdにはユーザー アカウント名、サービス アカウント名などのコマンドライン引数が必要です。詳細はコマンド ラインに「SetupSample.cmd」と入力後、エンター キーを押して表示されるUsageを参照してください。

	C:\Program Files\Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Samples\Ticket\SetupSample


ここではWindows統合認証のSQL ServerにAdministrator権限を持つドメイン ユーザーがサンプルをインストールする例を示します。

	\Samples>SetupSample “YourDomain\ServiceAccount” “ServiceAccountPassword” 


SetupSampleコマンドが正常に完了すると、下図のようにサービスに[NS$TicketInstance]サービスが登録されます。
[image: image35.emf] 


コマンド ファイルの修正
CopySampleコマンドを利用して作成されたTicketサンプルにはコピー元のRealtorサンプルの設定が残っているためファイルの修正が必要です。ここではAppDefinitionプロジェクトを構成する以下のファイルを修正します。
	ファイル名
	修正内容

	RunCreate.cmd
	\Samples\Ticket\AppDefinition\BuildScriptsフォルダ内にあるRunCreate.cmdファイル内の文字列Realtorを「Ticket」へ変換する。

	RunClear.cmd
	\Samples\Ticket\AppDefinition\BuildScriptsフォルダ内にあるRunClean.cmdファイル内の文字列Realtorを「Ticket」へ変換する。

	CreateRealtorDB.cmd
	\Samples\Ticket\AppDefinition\BuildScriptsフォルダ内にあるCreateRealtorDB.cmdファイル内の文字列Realtorを「Ticket」へ変換し、ファイル名を「CreateTicketDB.cmd」へ変更する。

	DeleteRealtorDB.cmd
	\Samples\Ticket\AppDefinition\BuildScriptsフォルダ内にあるDelateRealtorDB.cmdファイル内の文字列Realtorを「Ticket」へ変換し、ファイル名を「DelateTicketDB.cmd」へ変更する。


それでは、実際に[RunCreate.cmd]ファイルを修正します。Notification Servicesがインストールされているフォルダの以下の[省略\Samples\Ticket\AppDefinition\BuildScripts]フォルダを開きます。下図のように[RunCreate.cmd]ファイルを右クリックし、[編集]を選択します。
[image: image36.emf] 


[編集]を選択後、メモ帳が起動し、[RunCreate.cmd]ファイルの内容が表示されます。メモ帳の[編集]コマンドから[置換]を選択し、置換ダイアログボックスを表示します。置換ダイアログボックスの[検索する文字列]に「Realtor」を、[置換後の文字列]に「Ticket」を入力し、[大文字と小文字を区別する]にチェックを入れて、[すべて置換]ボタンをクリックします。
[image: image37.emf] 


同様に上記３つのファイルについても文字列の置換を行います。

SQLスクリプトの作成
ここでは最新チケット情報を格納するデータベースを生成するSQLスクリプトを作成します。\Samples\Ticket\AppDefinition\BuildScripts フォルダには[CreateRealtorDB.sql]というSQLスクリプト　ファイルがすでに存在します。このファイルはAppDefinitionプロジェクトのビルド時に[CreateTicketDB.cmd]から直接呼ばれてデータベースを作成します。今回はこのファイルをチケット情報通知アプリケーション用に修正します。

CreateRealtroDB.sqlを右クリックし、[開く]を選択すると、図のようにVisual Studio .NETが起動し、CreateRealtorDB.sqlの内容が表示されます。
[image: image38.emf] 


まず、イベント データを格納する外部データベースとテーブルを作成するスクリプトを記述します。今回はTicketDBデータベースとTicketsテーブルを作成します。作成するTicketsテーブルの各フィールドを以下に示します。

	フィールド名
	型
	Nullの許可

	TicketId
	int
	許可しない

	SportsCategory
	nvarchar(255)
	許可しない

	SportsTeamName
	nvarchar(255)
	許可しない

	EventDate
	datetime
	許可しない

	EventLocation
	nvarchar(255)
	許可しない

	Price
	int
	許可しない

	Description
	nvarchar(255)
	許可する


TicketDBデータベースとTicketsテーブルを作成するスクリプトは以下の通りです。
	IF EXISTS (SELECT name FROM master.dbo.sysdatabases WHERE name = N'TicketDB')


DROP DATABASE [TicketDB]

GO

CREATE DATABASE [TicketDB]  ON (NAME = N'TicketDB_Data', FILENAME = N'C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\data\TicketDB_Data.MDF' , SIZE = 1, FILEGROWTH = 10%) LOG ON (NAME = N'TicketDB_Log', FILENAME = N'C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\data\TicketDB_Log.LDF' , SIZE = 1, FILEGROWTH = 10%)

 COLLATE Japanese_CI_AS

GO

use [TicketDB]

GO

if exists (select * from dbo.sysobjects where id = object_id(N'[dbo].[Tickets]') and OBJECTPROPERTY(id, N'IsUserTable') = 1)

drop table [dbo].[Tickets]

GO

CREATE TABLE [dbo].[Tickets] (


[TicketId] [int] IDENTITY (1, 1) NOT NULL ,


[SportsCategory] [nvarchar] (255) COLLATE Japanese_CI_AS NOT NULL ,


[SportsTeamName] [nvarchar] (255) COLLATE Japanese_CI_AS NOT NULL ,


[EventDate] [datetime] NOT NULL ,


[EventLocation] [nvarchar] (255) COLLATE Japanese_CI_AS NOT NULL ,


[Price] [int] NOT NULL ,


[Description] [nvarchar] (255) COLLATE Japanese_CI_AS

) ON [PRIMARY]

GO


次に作成したTicketsテーブルに対してトリガーを作成します。このトリガーはTicketsテーブルに新しいレコードが追加される際に、チケット情報通知アプリケーションへイベントを追加します。そのため、このトリガーは通知アプリケーションのイベント プロバイダの役割を担います。
	-- =============================================

-- トリガーの作成 :各チケット情報をNSアプリケーションのイベントとして追加する
-- =============================================

IF EXISTS (SELECT name 

        FROM   sysobjects 

        WHERE  name = N'TicketTrigger' 

        AND    type = 'TR')

    DROP TRIGGER TicketTrigger

GO

CREATE TRIGGER TicketTrigger ON Tickets

FOR INSERT

AS 

BEGIN

    DECLARE @EventBatchId bigint

    -- イベント バッチを開く
    EXEC TicketInstanceTicket..NSEventBeginBatchTicketEvents 

        @ProviderName = N'SQLTriggerEventProvider', 

        @EventBatchId = @EventBatchId OUTPUT

    DECLARE @TicketId     integer

    DECLARE NewTicketCursor CURSOR

    LOCAL READ_ONLY FAST_FORWARD

    FOR Select TicketId from inserted

    OPEN NewTicketCursor

    FETCH NEXT FROM NewTicketCursor INTO @TicketId

    WHILE @@FETCH_STATUS = 0

    BEGIN

        -- イベント バッチにイベントを情報を追加
        EXEC TicketInstanceTicket..NSEventWriteTicketEvents 

             @EventBatchId,

             @TicketId

        FETCH NEXT FROM NewTicketCursor INTO @TicketId

    END

    CLOSE NewTicketCursor

    DEALLOCATE NewTicketCursor

    -- イベント バッチを閉じる
    EXEC TicketInstanceTicket..NSEventFlushBatchTicketEvents @EventBatchId

END

GO

EXECUTE sp_grantdbaccess guest

GO


上記２つのコードを記述し、\Samples\Ticket\AppDefinition\BuildScriptsフォルダ以下に「CreateTicketDB.sql」として保存します。
スキーマ ファイルの変更
チケット情報通知アプリケーションではイベント プロバイダはイベント収集の際にイベント スキーマ ファイルを利用します。イベント プロバイダはこのイベント スキーマにあったイベントのみイベント テーブルに格納します。また、コンテンツ フォーマッターは通知の書式設定を行う際にスキーマ ファイルを利用します。
ここでは、チケット情報通知アプリケーションに合うように既存のスキーマ ファイルを変更します。
まず、イベント スキーマファイルを変更します。[\Samples\Ticket\AppDefinition]フォルダにある [EventsSchema.xsd]ファイルをダブルクリックすると、Visual Studio .NETが起動し、下図のような画面が表示されます。
[image: image39.emf] 


ここで、グリッドの上に表記されている「ListingId」を下図のように「TicketId」に変更し、[保存]ボタンをクリックします。これでイベント スキーマの変更が行われます。
[image: image40.emf] 


次に、コンテンツ フォーマッターが利用するスキーマ ファイルを修正します。このスキーマ ファイルは、[\Samples\Ticket\AppDefinition]フォルダ以下にある[RealtorInfo.xslt]です。これをチケット情報通知アプリケーションにあうように修正します。RealtorInfo.xsltをダブルクリックすると、下図のようにVisual Studio .NETが起動し、XSLTファイルが表示されます。
[image: image41.emf] 


これを以下のように変更します。また、[ファイル]メニューから[名前を付けてRealtorInfo.xsltを保存]を選択し、「TicketInfo.xslt」と名前を付けて[AppDefinition]フォルダ内に保存します。TicketInfo.xsltは最新チケット情報の通知の書式設定の際に利用するスキーマ ファイルです。
	<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
   <xsl:template match="notifications">
   <html>
      <body>
         <xsl:apply-templates/>
         <i>Delivered by Microsoft SQL Server Notification Services.</i><br/><br/>
   </body>
   </html>
   </xsl:template>
   <xsl:template match="notification">
      新しいチケットが入荷しました！
         <ul>
            <li><b>SportsCategory</b> : <xsl:value-of select="SportsCategory" /></li>
            <li><b>SportsTeamName</b> : <xsl:value-of select="SportsTeamName" /></li>
            <li><b>EventDate</b> : <xsl:value-of select="EventDate" /></li>
            <li><b>EventLocation</b> : <xsl:value-of select="EventLocation" /></li>
            <li><b>Price</b> : <xsl:value-of select="Price" /></li>
            <li><b>Description</b> : <xsl:value-of select="Description" /></li>
         </ul>
      <br/><br/>
   </xsl:template>
</xsl:stylesheet>



また、[TicketInfo.xslt]ファイルの「新しいチケットが入荷しました！」の文字を以下のように修正し、[ChitInfo.xslt]ファイルとして保存します。[ChitInfo.xslt]ファイルは最安値のチケット情報の通知の書式設定の際に利用するスキーマ ファイルです。
      本日のチケットの最安値は以下のとおりです。
インストーラーの実行
今回のチケット情報通知アプリケーションではあらかじめサブスクリプション登録画面と新規チケット情報登録画面のユーザー インターフェースを作成したASP.NET Webアプリケーションのインストーラーが用意されています。インストーラーを実行すると、以下のようなプロジェクトが作成されます。
	項目名
	設定値

	プロジェクトの種類
	Visual Basicプロジェクト

	テンプレート
	ASP.NET Webサービス

	場所
	http://localhost/TicketSubscription 


それでは実際にインストーラーを利用してTicketSubscriptionプロジェクトを含むTicketSubscriptionソリューションを作成します。[Install.cmd]ファイルをダブルクリックしてください。

まず下図のようなIIS Serverの名前を指定するダイアログボックスが表示されます。ここでは、Windows 2000 Serverのインストール時の特に指定していない限りデフォルトの[localhost]のまま[OK]ボタンをクリックします。

[image: image42.emf] 


次にIISのルート パスを指定するダイアログボックスが表示されます。ここでは環境にあったパスを入力してください。CドライブにWindows 2000 Serverをデフォルトでインストールした場合、IISルート パスは[C:\:Inetpub\wwwroot]となります。IISのルート パスを指定したら[OK]ボタンをクリックします。
[image: image43.emf] 


インストールが成功すると以下のようなダイアログボックスが表示されます。
[image: image44.emf] 


それでは作成されたTicketSubscriptionソリューションを起動します。インストール時に指定したIISのルート パス内にあるTicketSubscriptionフォルダを開き、[TicketSu8ubscription.vbproj]ファイルをダブルクリックします。
下図のようにVisual Studio .NETが起動し、TicketSubscriptionソリューションが表示されます。
[image: image45.emf] 


以下にTicketSubscriptionソリューションの主なファイルを示します。

	ファイル名
	概要

	Default.aspx
	サブスクリプション登録画面です。

	EventSubmission.aspx
	新規チケット情報登録画面です。

	TicketInfo.ascx
	Default.aspxとEventSubmission.aspxで利用するチケット情報入力のユーザー コントロールです。


AppDefinitionプロジェクトの編集
ここではインストーラーで作成されたTicketSubscriptionソリューションにCopySampleコマンドで作成したTicketサンプルのAppDefinitionプロジェクトを追加します。
それでは実際にTicketSubscriptionソリューションにAppDefinitionプロジェクトを追加します。下図のように[ソリューション]を右クリックし、[追加]] – [既存のプロジェクト]を選択します。
[image: image46.emf] 


[既存プロジェクトの追加]ダイアログが表示されるので、下図のように[\Samples\Ticket\AppDefinition]以下にある[AppDefinition.vcproj]ファイルを選択し、[開く]ボタンをクリックします。
[image: image47.emf] 


下図のようにAppDefinitionプロジェクトが追加されました。
[image: image48.emf] 


次に、追加されたAppDefinitionプロジェクトを編集します。AppDefinitionプロジェクトのファイル構成は複製元のRealtorサンプルのままの状態であるため[CreateTicketDB.cmd]ファイルなど名前を変更したファイルがプロジェクトに追加されていません。そのため、ファイルの追加と削除を行い、チケット情報通知アプリケーションにあったAppDefinitionプロジェクトを構成する必要があります。
まず、AppDefinitionプロジェクトにある「RealtorInfo.xslt」ファイルを削除します。下図のようにファイルの削除はRealtorInfo.xsltを右クリックし、[削除]を選択します。
[image: image49.emf] 


同様に、「CreateRealtorDB.cmd」、「CreateRealtorDB.sql」、「DeleteRealtorDB.cmd」ファイルを削除します。

次に、AppDefinitionプロジェクトにファイルを追加します。ファイルの追加は下図のように[AppDefinition]プロジェクトを右クリックし、[追加] – [既存項目の追加]を選択します。
[image: image50.emf] 


図のように[既存項目の追加]ダイアログボックスが表示されるので、[TicketInfo.xslt]と[ChitInfo.xslt]を選択し、[開く]ボタンをクリックします。
[image: image51.emf] 


同様に、「CreateTicketDB.cmd」、「CreateTicketDB.sql」、「DeleteTicketDB.cmd」ファイルもAppDefinitionプロジェクトに追加します。ただし、これら３つのファイルについては[BuildScripts]フォルダを右クリックし、[追加] – [既存項目の追加]を選択して追加します。
以下にチケット情報通知アプリケーションのAppDefinitionプロジェクトのファイル構成を示します。
[image: image52.emf] 


ADFの作成
ここではチケット情報通知アプリケーションのADFファイルを作成します。チケット情報通知アプリケーションのADFはAppDefinitionプロジェクトのappADF.xmlファイルとなります。それでは実際にADFファイルの各要素を設定します。尚、完成版ADFは付録を参照してください。
●イベント クラスの設定

チケット情報通知アプリケーションではInteger型のTicketIdをイベントとして収集します。このTicketIdは外部のTicketDBに格納されたチケット情報のTicketIdと対応しています。収集されたイベント情報は[TicketInstanceTicket]データベース内の[NSTicketEventsEvents]テーブルに格納されます。また、イベント バッチ情報は[NSTicketEventEventBatches]テーブルに格納されます。
チケット情報通知アプリケーションでは最安値のチケット情報を定期的な通知として提供します。この最安値のチケット情報を格納する記録テーブルの定義もイベント クラスで行います。今回作成される記録テーブルは[TicketEventsChron]テーブルで、以下のイベント クラスのADFで定義されるフィールドを持ちます。尚、記録テーブルはTicketInstnceTicketデータベースに格納されます。
	<EventClasses>
    <EventClass>
        <EventClassName>TicketEvents</EventClassName>
        <Schema>
        <Field>
            <FieldName>TicketId</FieldName>
            <FieldType>integer</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        </Schema>
    <Chronicles>
        <Chronicle>
        <ChronicleName>TicketEventsChron</ChronicleName>
        <SqlSchema>
            <SqlStatement>
            -- 記録テーブルの作成
            IF EXISTS(SELECT name FROM dbo.sysobjects WHERE name = 'TicketEventsChron') 
            DROP TABLE dbo.TicketEventsChron
            CREATE TABLE TicketEventsChron
            (
                [SportsCategory] nvarchar(255),
                [SportsTeamName] nvarchar(255),
                [EventDate] datetime,
                [EventLocation] nvarchar(255),
                [Price] integer,
                [Description] nvarchar(255)        
            )
            </SqlStatement>
        </SqlSchema>
        </Chronicle>
    </Chronicles>
    </EventClass>
</EventClasses>


●サブスクリプション クラスの設定

チケット情報通知アプリケーションには２種類のサブスクリプション クラスが用意されています。１つは最新チケット情報の通知を希望する際に利用するTicketSubscriptionsクラス、もう１つは最安値のチケット情報の通知を希望する際に利用するChitSubscriptionsクラスです。
まずTicketSubscriptionsクラスについて説明します。TicketSubscriptionsクラスは以下のADFで示されるように[DeviceName]、[SubscriberLocale]、[SportsCategory]などのフィールドを持っています。TicketSubscriptionクラスのサブスクリプション情報の実体は[TicketInstanceTicket]データベース内の[NSTicketSubscriptionsSubscriptions]テーブルとなっています。
また、TicketSubscriptionクラスではイベントトリガーな通知を生成するルールとして[TicketSubscriptionsRule]が定義されています。このルールでは単にイベントトリガーな通知を生成するだけではなく、定期的な通知を行う際に必要な記録テーブルへのデータの挿入と更新も行っています。以下にTikcetSubscriptionRuleの内容を示します。
	<SubscriptionClasses>
    <SubscriptionClass>
        <SubscriptionClassName>TicketSubscriptions</SubscriptionClassName>
        <Schema>
        <Field>
            <FieldName>DeviceName</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>SubscriberLocale</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(10)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>SportsCategory</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>SportsTeamName</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>EventDate</FieldName>
            <FieldType>datetime</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>EventLocation</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>PriceUpperLimit</FieldName>
            <FieldType>integer</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        </Schema>
        <EventRules>
        <EventRule>
            <RuleName>TicketSubscriptionsRule</RuleName>
            <Action>
            SELECT dbo.TicketInfoNotify(s.SubscriberId, 
                         s.DeviceName, 
                         s.SubscriberLocale, 
                         t.SportsCategory,
                         t.SportsTeamName, 
                         t.EventDate,
                         t.EventLocation,
                         t.Price,
                         t.Description)        
            FROM TicketEvents e, TicketSubscriptions s, TicketDB..Tickets t
            WHERE e.TicketId = t.TicketId 
              AND t.SportsCategory = s.SportsCategory
              AND t.SportsTeamName = s.SportsTeamName
              AND t.EventDate = s.EventDate
              AND t.EventLocation = s.EventLocation
              AND t.Price &lt;= s.PriceUpperLimit
            -- 記録テーブルに該当する条件のデータが存在しない場合はイベント データの値をインサートする 
            INSERT INTO TicketEventsChron (SportsCategory, SportsTeamName, EventDate, EventLocation, Price, Description)
            SELECT    t.SportsCategory, t.SportsTeamName, t.EventDate, t.EventLocation, t.Price, t.Description
            FROM    TicketDB..Tickets t
            WHERE    t.EventLocation NOT IN (SELECT_c.EventLocation FROM TicketEventsChron c
                WHERE    c.SportsCategory = t.SportsCategory AND 
                    c.SportsTeamName = t.SportsTeamName AND 
                    c.EventDate = t.EventDate) 
            -- イベント データのPriceが記録テーブルのPriceより小さい場合はアップデートする
            -- 記録テーブルにはチケットの最安値が格納される
            UPDATE    TicketEventsChron
            SET    Price = t.Price, Description = t.Description
            FROM    TicketDB..Tickets t, TicketEventsChron c
            WHERE    t.SportsCategory = c.SportsCategory
              AND t.SportsCategory = c.SportsCategory
              AND t.SportsTeamName = c.SportsTeamName
              AND t.EventDate = c.EventDate
              AND t.EventLocation = c.EventLocation
              AND t.Price &lt;= c.Price   
            </Action>
            <EventClassName>TicketEvents</EventClassName>
        </EventRule>
        </EventRules>
    </SubscriptionClass>  


	No
	内容

	1
	イベント テーブルのTikcetIdを元にして外部データベースに格納されているイベント データとサブスクリプション情報を比較します。イベント データのチケットの価格がサブスクリプションで指定した価格より安い場合に通知が生成されます。

	2
	イベント データのスポーツ カテゴリ、チーム名、日時、場所の組み合わせが記録テーブルの中でユニークなものであった場合、記録テーブルにイベント データを格納します。

	3
	イベント データのスポーツ カテゴリ、チーム名、日時、場所の組み合わせが既に記録テーブルにあった場合、価格を比較し安い方のデータを格納します。


次にChittSubscriptionsクラスについて説明します。ChitSubscriptionsクラスは以下のADFで示されるように[DeviceName]、[SubscriberLocale]、[SportsCategory]などTicketSubscriptionsクラス同じフィールドを持っています。ChitSubscriptionクラスのサブスクリプション情報は[TicketInstanceTicket]データベース内の[NSChitSubscriptionsSubscriptions]テーブルに格納されています。

また、ChitSubscriptionクラスでは定期的な通知を生成するルールとして[ChitSubscriptionsRule]が定義されています。このルールでは記録テーブルとサブスクリプションを比較し、条件が同じ場合に定期的な通知を生成します。
	    <SubscriptionClass>
        <SubscriptionClassName>ChitSubscriptions</SubscriptionClassName>
        <Schema>
        <Field>
            <FieldName>DeviceName</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>SubscriberLocale</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(10)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>SportsCategory</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>SportsTeamName</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>EventDate</FieldName>
            <FieldType>datetime</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>EventLocation</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        <Field>
            <FieldName>PriceUpperLimit</FieldName>
            <FieldType>integer</FieldType>
            <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>
        </Field>
        </Schema>
        <ScheduledRules>
        <ScheduledRule>
            <RuleName>ChitSubscriptionsRule</RuleName>
            <Action>
            SELECT dbo.ChitInfoNotify(s.SubscriberId, 
                         s.DeviceName, 
                         s.SubscriberLocale, 
                         c.SportsCategory,
                         c.SportsTeamName, 
                         c.EventDate,
                         c.EventLocation,
                         c.Price,
                         c.Description)        
            FROM  TicketEventsChron c, ChitSubscriptions s
            WHERE c.SportsCategory = s.SportsCategory
              AND c.SportsTeamName = s.SportsTeamName
              AND c.EventDate = s.EventDate
              AND c.EventLocation = s.EventLocation
            </Action>
        </ScheduledRule>
        </ScheduledRules>
    </SubscriptionClass>
</SubscriptionClasses>


●通知クラスの設定
チケット情報通知アプリケーションには２種類の通知クラスが用意されています。１つは最新チケット情報の通知であるTicketInfoクラス、もう１つは最安値のチケット情報の通知であるChitInfoクラスです。TicketInfoクラス、ChitInfoクラスとも大きな違いはありません。両方とも下記のADFで示されるように同じフィールドをもっており、それぞれ[TicketInstanceTicket]データベース内の[NSTicketInfoNotifications]テーブル、[NSChitInfoNotifications]テーブルに通知情報を格納しています。また、通知バッチ情報は[NSTicketInfoNotificationBatches1]テーブル、[NSChitInfoNotificationBatches1]に格納されています。

ただし、TikcetInfoクラスでは再配布を<RetrySchedule>要素内で定義しています。今回は再配布を５秒間隔で３回行うような設定になっています。一方、ChiInfoクラスではTicketInfoクラスとは異なり通知配布時に要約配布を行うように定義されています。
	<NotificationClasses>
    <NotificationClass>
        <NotificationClassName>TicketInfo</NotificationClassName>
        <Schema>
        <Fields>
            <Field>
            <FieldName>SportsCategory</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>SportsTeamName</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>EventDate</FieldName>
            <FieldType>datetime</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>EventLocation</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>Price</FieldName>
            <FieldType>integer</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>Description</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>            
        </Fields>
        </Schema>
        <ContentFormatter>
        <ClassName>XsltFormatter</ClassName>
        <Arguments>
            <Argument>
            <Name>XsltBaseDirectoryPath</Name>
            <Value>%_BaseDirectoryPath_%\AppDefinition</Value>
            </Argument>
            <Argument>
            <Name>XsltFileName</Name>
            <Value>TicketInfo.xslt</Value>
            </Argument>
        </Arguments>
        </ContentFormatter>
        <MulticastDelivery>false</MulticastDelivery>
        <Protocols>
        <Protocol>
            <ProtocolName>SMTP</ProtocolName>
            <Fields>
            <Field>
                <FieldName>Subject</FieldName>
                <SqlExpression>'Ticket notification'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>BodyFormat</FieldName>
                <SqlExpression>'html'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>From</FieldName>
                <SqlExpression>'sender@adventure-works.com'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>Priority</FieldName>
                <SqlExpression>'Normal'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>To</FieldName>
                <SqlExpression>DeviceAddress</SqlExpression>
            </Field>
            </Fields>
            <ProtocolExecutionSettings>
            <RetrySchedule>
                <RetryDelay>P0DT00H00M05S</RetryDelay>
                <RetryDelay>P0DT00H00M10S</RetryDelay>
                <RetryDelay>P0DT00H30M15S</RetryDelay>
            </RetrySchedule>
            </ProtocolExecutionSettings>
        </Protocol>
        </Protocols>
    </NotificationClass>
    <NotificationClass>
        <NotificationClassName>ChitInfo</NotificationClassName>
        <Schema>
        <Fields>
            <Field>
            <FieldName>SportsCategory</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>SportsTeamName</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>EventDate</FieldName>
            <FieldType>datetime</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>EventLocation</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>Price</FieldName>
            <FieldType>integer</FieldType>
            </Field>
            <Field>
            <FieldName>Description</FieldName>
            <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>
            </Field>            
        </Fields>
        </Schema>
        <ContentFormatter>
        <ClassName>XsltFormatter</ClassName>
        <Arguments>
            <Argument>
            <Name>XsltBaseDirectoryPath</Name>
            <Value>%_BaseDirectoryPath_%\AppDefinition</Value>
            </Argument>
            <Argument>
            <Name>XsltFileName</Name>
            <Value>ChitInfo.xslt</Value>
            </Argument>
        </Arguments>
        </ContentFormatter>
        <DigestDelivery>true</DigestDelivery>
        <Protocols>
        <Protocol>
            <ProtocolName>SMTP</ProtocolName>
            <Fields>
            <Field>
                <FieldName>Subject</FieldName>
                <SqlExpression>'Ticket notification'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>BodyFormat</FieldName>
                <SqlExpression>'html'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>From</FieldName>
                <SqlExpression>'sender@adventure-works.com'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>Priority</FieldName>
                <SqlExpression>'Normal'</SqlExpression>
            </Field>
            <Field>
                <FieldName>To</FieldName>
                <SqlExpression>DeviceAddress</SqlExpression>
            </Field>
            </Fields>
        </Protocol>
        </Protocols>
    </NotificationClass>    
</NotificationClasses>


●イベント プロバイダの設定
チケット情報通知アプリケーションではホストされていないイベント プロバイダを利用しています。プロバイダ名は下記ADFで示されるように[SQLTriggerEventProvider]と定義されています。イベント プロバイダはADFでは非常にシンプルですが、実際はSQLスクリプト編集時に作成したSQLトリガーがイベント プロバイダの役割を担っています。イベント プロバイダ名はSQLトリガーを作成した際に指定したイベント プロバイダ名と同じ必要があります。
	<Providers>
    <NonHostedProvider>
        <ProviderName>SQLTriggerEventProvider</ProviderName>
    </NonHostedProvider>
</Providers>


●その他の設定
ここではジェネレータ、ディストリビュータ、アプリケーション実行設定を行います。ジェネレータ、ディストリビュータともNotification Services標準なものを利用するため、以下のADFのように定義します。ただし、ディストリビュータは５秒間隔で起動するように<QuantumDuration>要素で設定されています。また、アプリケーション実行設定ではディストリビュータのログをとるような設定をしています。このログは[NSDistributionLog]テーブルに格納されます。ディストリビュータのログ設定の各要素を以下に示します。
	要素
	概要

	<LogBeforeDeliveryAttempts>
	配布前のディストリビュータのログ収集の有無を指定します。

	<LogStatusInfo>
	通知の配布ステータス ログ収集の有無を指定します。

	<LogNotificationText>
	配布結果のフル テキスト ログ収集の有無を指定します。


	<Generator>
    <SystemName>%_NSSystem_%</SystemName>
</Generator>
<Distributors>
    <Distributor>
        <SystemName>%_NSSystem_%</SystemName>
        <QuantumDuration>PT5S</QuantumDuration>
    </Distributor>
</Distributors>
<ApplicationExecutionSettings>
    <DistributorLogging>
        <LogBeforeDeliveryAttempts>true</LogBeforeDeliveryAttempts>
        <LogStatusInfo>true</LogStatusInfo>
        <LogNotificationText>false</LogNotificationText>
    </DistributorLogging>
    <QuantumDuration>PT5S</QuantumDuration>
    <PerformanceQueryInterval>PT15S</PerformanceQueryInterval>
</ApplicationExecutionSettings>


AppDefinitionプロジェクトのビルド
ここではチケット情報通知アプリケーションのAppDefinitionプロジェクトのビルドを行います。AppDefinitionプロジェクトをビルドすると、[RunCreate.cmd]などのコマンド ファイルが実行されます。[RunCreate.cmd]ファイル内ではNSControlユーティリティとADFや構成ファイルなどを利用して、通知アプリケーション インスタンスとデータベースの作成が行われます。
それでは実際にAppDefinitionプロジェクトをビルドしてみましょう。下図のようにAppDefinitionプロジェクトを右クリックし、[ビルド]を選択し、ビルドを行います。
[image: image53.emf] 


AppDefinitionプロジェクトのビルドが成功すると、[TicketDB]、[TicketInstanceNSMain]、[TicketInstanceTicket]の３つのデータベースと[NS$TicketInstance]サービスが作成されます。それではデータベースを確認します。
[スタート]－[プログラム]－[Microsoft SQL Server]－[Enterprise Manager]を選択し、Enterprise Managerを起動します。下図のように[TicketDB]、[TicketInstanceNSMain]、[TicketInstanceTicket]データベースがAppDefinitionプロジェクトのビルドによって作成されました。
[image: image54.emf] 


以上で通知アプリケーションの作成は完了です。

サブスクリプション登録画面の作成
参照設定
ここではサブスクリプション管理アプリケーションの作成を行います。サブスクリプション管理アプリケーションの作成の際には[Microsoft.SqlServer.NotificationServices.dll]ファイルを参照設定する必要があります。参照設定は、下図のようにTicketSubscriptionプロジェクト以下の[参照設定]フォルダを右クリックし、[参照の追加]を選択します。
[image: image55.emf]  


[参照の追加]ダイアログが表示されたら[参照]ボタンをクリックし、Notification Servicesをインストールしたフォルダ以下の[Microsoft SQL Server Notification Services\v2.0.2114.0\Bin]フォルダにある[Microsoft.SqlServer.NotificationServices.dll]ファイルを選択し、[開く]ボタンをクリックします。
[image: image56.emf] 
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[選択されたコンポーネント]に[Microsoft.SqlServer.NotificationServices.dll]ファイルが追加されたことを確認して[参照]ボタンをクリックします。

[image: image58.emf] 


下図のように参照が追加されました。
[image: image59.emf] 


セキュリティの設定
●Web.configの設定

ここではサブスクリプション管理アプリケーションにアクセスするユーザーを制御するためにWeb.configの設定を行います。今回のチケット情報通知アプリケーションはWindows統合認証を必要とする３つのデータベースを利用しており、また匿名ユーザーのサブスクリプション管理アプリケーションへのアクセス権限を与えないようにするため、偽装を行います。偽装はWeb.configファイルの<authentication>要素の下に、以下のように<identity>要素を追加することによって行えます。
<authentication mode="Windows" />
<identity impersonate="true"/>
●IISの設定
通常、匿名アクセスを無効にする場合、Web.configの設定後IISの設定を行う必要があります。しかし、今回のインストーラーではインストールしたTicketSubscriptionの仮想フォルダの匿名アクセスをあらかじいめ無効と設定しています。そのため、今回IISの設定を行う必要ありません。

補足として、以下にIISの匿名アクセスを無効にする方法を示します。
まず、[スタート]－[プログラム]－[管理ツール]－[インターネット サービス マネージャ]からIIS(インターネット インフォメーション サービス)を開きます。[既定のWebサイト]内にあるTicketSubscriptionフォルダを右クリックし、[プロパティ]を選択します。[ディレクトリ セキュリティ]タブを選択し、[編集]ボタンをクリックすると、下図のように[認証方法]ダイアログが表示されるので、[匿名アクセス]のチェックをはずし、また[統合Windows認証]にチェックが入っていることを確認して[OK]ボタンをクリックします。
[image: image60.emf] 


TicketInfoユーザー コントロールの作成

ここではサブスクリプション登録画面と新規チケット情報登録画面で利用するユーザー コントロールのコードを追加します。TicketInfo.ascxのコード ビューを開き、以下のようにコードを編集してください。このユーザー コントロールのユーザー インターフェースはあらかじめインストーラーによって作成されています。ユーザー インターフェースの構成および完全なコードについては付録を参照してください。
	Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load

    If (Not IsPostBack) Then

        SetDdlCategories()

        SetEventLocations()

        ddlCategories.SelectedIndex = 0

        SetDdlTeamNames()

        ddlEventLocations.SelectedIndex = 0

    End If

End Sub

Public Property MailAddressString() As String

    Get

        Return txtMailAddress.Text

    End Get

    Set(ByVal Value As String)

        txtMailAddress.Text = Value

    End Set

End Property

Public Property PriceString() As String

    Get

        Return txtPrice.Text

    End Get

    Set(ByVal Value As String)

        txtPrice.Text = Value

    End Set

End Property

Public Property SelectedDate() As DateTime

    Get

        Return calEventDate.SelectedDate

    End Get

    Set(ByVal Value As DateTime)

        calEventDate.SelectedDate = Value

    End Set

End Property

Public ReadOnly Property SelectedCategory() As String

    Get

        Return ddlCategories.SelectedItem.Text

    End Get

End Property

Public ReadOnly Property SelectedTeamName() As String

    Get

        Return ddlTeamNames.SelectedItem.Text

    End Get

End Property

Public ReadOnly Property SelectedEventLocation() As String

    Get

        Return ddlEventLocations.SelectedItem.Text

    End Get

End Property

Public Sub SetMailAddressStatus(ByVal bolStatus As Boolean)

    lblMailAddress.Enabled = bolStatus

    lblMailAddress.Visible = bolStatus

    txtMailAddress.Enabled = bolStatus

    txtMailAddress.Visible = bolStatus

    vlMailAddress.Enabled = bolStatus

    vlMailAddress.Visible = bolStatus

End Sub

Public Sub SetDdlCategories()

    ddlCategories.Items.Add(New ListItem("BaseBall"))

    ddlCategories.Items.Add(New ListItem("FootBall"))

    ddlCategories.Items.Add(New ListItem("BasketBall"))

End Sub

Public Sub SetDdlTeamNames()

    If (ddlCategories.Items(0).Selected) Then

        ddlTeamNames.Items.Clear()

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BaseBallTeam1"))

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BaseBallTeam2"))

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BaseBallTeam3"))

    ElseIf (ddlCategories.Items(1).Selected) Then

        ddlTeamNames.Items.Clear()

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("FootBallTeam1"))

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("FootBallTeam2"))

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("FootBallTeam3"))

    ElseIf (ddlCategories.Items(2).Selected) Then

        ddlTeamNames.Items.Clear()

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BasketBallTeam1"))

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BasketBallTeam2"))

        ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BasketBallTeam3"))

    End If

End Sub

Public Sub SetEventLocations()

    ddlEventLocations.Items.Add(New ListItem("Stadium1"))

    ddlEventLocations.Items.Add(New ListItem("Stadium2"))

    ddlEventLocations.Items.Add(New ListItem("Stadium3"))

End Sub

Private Sub ddlCategories_SelectedIndexChanged(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles ddlCategories.SelectedIndexChanged

    SetDdlTeamNames()

End Sub


TicketInfoクラスは６つのプロパティと４つのメソッドと２つのイベント ハンドラを持っています。

●プロパティ
	No
	プロパティ名
	内容

	1
	MailAddressString
	メールアドレスを入力するTextBoxコントロールのTextプロパティを設定するためのプロパティです。

	2
	PriceString
	価格情報を入力するTextBoxコントロールのTextプロパティを設定するためのプロパティです。

	3
	SelectedCategory
	スポーツ カテゴリを選択するDropDownListコントロールのSelectedItemプロパティを設定するためのプロパティです。

	4
	SelectedTeamName
	スポーツ チーム名を選択するDropDownListコントロールのSelectedItemプロパティを設定するためのプロパティです。

	5
	SelectedEventLocation
	イベントが行われる場所を選択するDropDownListコントロールのSelectedItemプロパティを設定するためのプロパティです。

	6
	SelectedDate
	日時を選択するCalenderコントロールのSelectedDateプロパティを設定するためのプロパティです。


●メソッド
	No
	メソッド名
	内容

	1
	SetDdlCategories
	スポーツ カテゴリを選択するDropDownListコントロールのアイテムを作成するメソッドです。

	2
	SetDdlTeamNames
	チーム名を選択するDropDownListコントロールのアイテムを作成するメソッドです。

	3
	SetDdlEventLocations
	イベント場所を選択するDropDownListコントロールのアイテムを作成するメソッドです。

	4
	SetMailAddressStatus
	メールアドレス入力フォームを無効にし、非表示にするメソッドです。


●イベントハンドラ
	No
	メソッド名
	内容

	1
	Page_Load
	SetDdlCategoriesメソッド、SetDdlEventLocationsメソッド、SetDdlTeamNamesメソッドを実行し、各DropDownListコントロールにアイテムを表示させます。

	2
	ddlCategories_SelectedIndexChanged
	カテゴリのDropDownListコントロール上のアイテムの選択が変更されたときにSetDdlTeamNamesメソッドを呼び出し、カテゴリにあったチーム名を表示します。


コードの編集
ここではサブスクリプション登録画面のコードを追加します。Default.aspxのコード ビューを開き、以下のようにコードを編集してください。
	Imports System

Imports System.Collections

Imports System.Data

Imports System.Diagnostics

Imports System.Text

Imports System.Web

Imports System.Web.UI.WebControls

Imports Microsoft.SqlServer.NotificationServices

Public Class TicketSample

    Inherits System.Web.UI.Page

    Protected WithEvents lbldtStart As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents cbDailyNotification As System.Web.UI.WebControls.CheckBox

    Protected WithEvents ddlHours As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents ddlMinutes As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents ddlTimeZones As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents btnAddSubscription As System.Web.UI.WebControls.Button

    Protected WithEvents hlEventSubmission As System.Web.UI.WebControls.HyperLink

    Protected WithEvents lblMessage As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents dgSubscription As System.Web.UI.WebControls.DataGrid

    Protected WithEvents dgScheduledSubscription As System.Web.UI.WebControls.DataGrid

    Protected WithEvents lblTitle As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents lblUserName As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents ctlTicketInfo As TicketInfo

Web フォーム デザイナで生成されたコード
    Private instance As NSInstance

    Private objNSApplication As NSApplication

    Private strApplicationName As String = "Ticket"

    Private strInstanceName As String = strApplicationName + "Instance"

    Private strSubscriptionClassName As String = strApplicationName + "Subscriptions"

    Private strScheduledSubscriptionClassName As String = "ChitSubscriptions"

    Private strUserName As String = "Anonymous"

    Private strDeviceName As String = "myDevice"
    Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) _ 
      Handles MyBase.Load

        If (User.Identity.IsAuthenticated) Then

            strUserName = User.Identity.Name

        End If

        lblUserName.Text = strUserName

        instance = New NSInstance(strInstanceName)

        objNSApplication = New NSApplication(instance, strApplicationName)

        Dim strDeviceAddress As String = GetSubscriberDeviceAddress(strUserName)

        If Not strDeviceAddress Is Nothing Then

            ctlTicketInfo.MailAddressString = strDeviceAddress

        End If

        UpdateGrid(strUserName)

        If (Not IsPostBack) Then

            BindDdlHours()

            BindDdlMinutes()

            BindDdlTimeZones(instance)

            cbDailyNotification.Checked = False

            ddlTimeZones.Enabled = cbDailyNotification.Checked

            ddlHours.Enabled = cbDailyNotification.Checked

            ddlMinutes.Enabled = cbDailyNotification.Checked

        End If

    End Sub


	No
	概要

	1
	Notification Servicesネームスペースが提供するクラスを利用する際に必要なアプリケーション名、インスタンス名、サブスクリプション クラス名などを定義します。このサブスクリプション クラス名はADFで指定したものとなります。

	2
	Page_Loadイベント ハンドラの実装部分です。まず、Notification Serviceインスタンスを作成し、そのインスタンスと通知アプリケーション名を用いて通知アプリケーションのインスタンスを生成します。次に、現在ページにアクセスしたユーザーのサブスクリプションを画面に表示するため、IIdentity.Nameプロパティから取得したユーザー名を、UpdateGridメソッドに渡します。UpdateGridメソッドについての説明は後ほど行います。また、定期的なサブスクリプションを指定する際に必要な時、分、タイムゾーンのDropDownListコントロールの設定を行うBindDdlHours、BindDdlMinutes、BindDdlTimeZoneメソッドを呼びます。


	    Private Sub UpdateGrid(ByVal strUserName As String)

        Dim enumSubscription As SubscriptionEnumeration = _ 

New SubscriptionEnumeration(objNSApplication, strSubscriptionClassName, strUserName)

        dgSubscription.DataSource = CreateDataSource(enumSubscription)

        dgSubscription.DataBind()

        enumSubscription = New SubscriptionEnumeration(objNSApplication, _ 
            strScheduledSubscriptionClassName, strUserName)

        dgScheduledSubscription.DataSource = CreateScheduledDataSource(enumSubscription)

        dgScheduledSubscription.DataBind()

    End Sub

    Private Function CreateDataSource(ByVal enumSubscription As SubscriptionEnumeration) As DataTable

        Dim dt As DataTable = New DataTable()

        Dim dr As DataRow

        Dim strName As String

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SubscriptionId", GetType(Int32)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsCategory", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsTeamName", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventDate", GetType(DateTime)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventLocation", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("PriceUpperLimit", GetType(String)))

        Dim objSubscription As Subscription

        Dim i As Integer


        For Each objSubscription In enumSubscription

            dr = dt.NewRow()

            For i = 0 To dt.Columns.Count - 1

                strName = dt.Columns(i).ColumnName

                Select Case (strName)

                    Case "SubscriptionId"

                        dr(strName) = objSubscription.SubscriptionId

                    Case Else

                        dr(strName) = objSubscription(strName)

                End Select

            Next

            dt.Rows.Add(dr)

        Next

        Return dt

    End Function

    Private Function CreateScheduledDataSource(ByVal enumSubscription As SubscriptionEnumeration) _ 
      As DataTable

        Dim dt As DataTable = New DataTable()

        Dim dr As DataRow

        Dim strName As String


        dt.Columns.Add(New DataColumn("SubscriptionId", GetType(Int32)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsCategory", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsTeamName", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventDate", GetType(DateTime)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventLocation", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("Schedule", GetType(String)))

        Dim objSubscription As Subscription

        Dim i As Integer

        For Each objSubscription In enumSubscription

            dr = dt.NewRow()

            For i = 0 To dt.Columns.Count - 1

                strName = dt.Columns(i).ColumnName

                Select Case (strName)

                    Case "SubscriptionId"

                        dr(strName) = objSubscription.SubscriptionId

                    Case "Schedule"

                        dr(strName) = objSubscription.ScheduleStart

                    Case Else

                        dr(strName) = objSubscription(strName)

                End Select

            Next

            dt.Rows.Add(dr)

        Next

        Return dt

    End Function


	No
	概要

	3
	UpdateGridメソッドの実装部分です。UpdateGridメソッドは引数として受け取ったユーザー名のサブスクリプションをDataGridコントロール上に表示します。まず、通知アプリケーション名、サブスクリプション クラス名、サブスクライバ名（ユーザー名）を利用してサブスクリプションのコレクションであるSubscriptionEnumerationのインスタンスを作成します。
その後、CreateDataSourceメソッドとSubscriptionEnumerationインスタンスを利用して、DataGridコントロールのDataSourceプロパティを設定します。
最後にDataGirdコントロールのDataBindメソッドで、サブスクリプションを表示します。
ここではイベント トリガーなサブスクリプションと定期的なサブスクリプションを表示する２つのDataGridコントロールに対して処理を行っています。

	4
	CreateDataSourceメソッドの実装部分です。CreateDataSourceメソッドは引数として受け取ったサブスクリプションのコレクションからDataTableオブジェクトを生成し、戻り値として返します。
まず、DataTableオブジェクトを作成し、そこに６つのDataColumnオブジェクトを追加します。その後SubscriptionEnumerationの個々のSubscriptionオブジェクト内のデータを行に格納します。

	5
	CreateDataSourceメソッドの実装部分です。CreateDataSourceメソッドは引数として受け取ったサブスクリプションのコレクションからDataTableオブジェクトを生成し、戻り値として返します。処理はCreateDataSourceメソッド同様ですが、[Schedule]フィールドが追加されています。


	    Private Sub cbDailyNotification_CheckedChanged(ByVal sender As System.Object, _ 
      ByVal e As System.EventArgs) Handles cbDailyNotification.CheckedChanged

        ddlTimeZones.Enabled = cbDailyNotification.Checked

        ddlHours.Enabled = cbDailyNotification.Checked

        ddlMinutes.Enabled = cbDailyNotification.Checked

    End Sub

    Private Function GetSubscriberDeviceAddress(ByVal strSubscriberId As String) As String

        Try

            Dim strDeviceAddress As String = Nothing

            Dim objSubscriberDevice As SubscriberDevice = Nothing

            Dim enumSubscriberDevice As SubscriberDeviceEnumeration = _ 
                New SubscriberDeviceEnumeration(instance, strSubscriberId)

            If Not enumSubscriberDevice Is Nothing Then

                For Each objSubscriberDevice In enumSubscriberDevice

                    strDeviceAddress = objSubscriberDevice.DeviceAddress

                Next

            End If

            Return strDeviceAddress

        Catch ex As NSException

            Throw (ex)

        End Try

    End Function


	No
	概要

	6
	cbDailyNotification_CheckedChangedメソッドは定期的なサブスクリプションを選択するチェック ボックスの状態を変更したときに発生するイベント ハンドラです。チェック ボックスがチェックされた時に各DropDownListコントロールが有効となります。

	7
	GetSubscriberDeviceAddressメソッドの実装部分です。GetSubscriberDeviceAddressは引数として指定されたSubscriberIdのデバイス アドレスを取得します。


	  Private Sub btnAddSubscription_Click(ByVal sender As System.Object, _ 
    ByVal e As System.EventArgs) Handles btnAddSubscription.Click

        Dim strSubscriberId As String = strUserName

        Dim strSubscriptionId As String = Nothing

        Dim subscriptionFields As Hashtable = Nothing

        Dim strDeviceAddress As String = ctlTicketInfo.MailAddressString

        Dim strProtocolName As String = "SMTP"

        Dim strChannelName As String = "EmailChannel"

        Dim strStartDate As String = Nothing

        Dim strRule As String = Nothing

        lblMessage.Text = "Nothing"

        Try

            If Not strDeviceAddress = Nothing Then

                AddSubscriber(strSubscriberId, strProtocolName, strDeviceAddress, strChannelName)

                If cbDailyNotification.Checked Then

                   strStartDate = String.Format("TZID={0}:{1}T{2}{3}00", _ 
                         ddlTimeZones.SelectedItem.Value, DateTime.Now.ToString("yyyyMMdd"), _ 
                         ddlHours.SelectedItem.ToString.Trim(), _ 
                         ddlMinutes.SelectedItem.ToString.Trim())

                    strRule = "FREQ=DAILY;"

                    strSubscriptionId = AddSubscription(strSubscriberId, _
                        strScheduledSubscriptionClassName, subscriptionFields, _ 
                        strStartDate, strRule)

                Else

                    strSubscriptionId = AddSubscription(strSubscriberId, strSubscriptionClassName, _ 
                        subscriptionFields, Nothing, Nothing)

                End If

                UpdateGrid(strUserName)

                lblMessage.Text = "サブスクリプションの登録に成功しました。"
            End If

        Catch ex As Exception

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの登録に失敗しました。"
        End Try

    End Sub


	No
	概要

	8
	btnAddSubscription_Clickメソッドはボタン コントロールのClickイベントのイベント ハンドラです。まず、設定された値に基づいてAddSubscriberメソッドを実行し、サブスクライバを登録します。今回はプロトコルをSMTPとし、Emailチャンネルを利用します。その後、定期的なサブスクリプションを行う場合は開始日時と頻度ルールを設定します。今回は毎日通知を行う設定になっています。
イベントドリブンなサブスクリプション、定期的なサブスクリプションの追加はAddSubscriptionメソッドで行いますが、引数で渡しているサブスクリプション クラス名は異なっています。サブスクリプション追加後、UpdateGridメソッドを利用してDataGridコントロールをアップデートします。


	    Private Sub AddSubscriber(ByVal strSubscriberId As String, ByVal strProtocolName As String, _ 
      ByVal strDeviceAddress As String, ByVal strChannelName As String)

        Try

            Dim objsubscriber As Subscriber = New Subscriber(instance)

            objsubscriber.SubscriberId = strSubscriberId

            objsubscriber.Add()

            Dim objSubscriberDevice As SubscriberDevice = New SubscriberDevice(instance)

            objSubscriberDevice.SubscriberId = strSubscriberId

            objSubscriberDevice.DeviceTypeName = strProtocolName

            objSubscriberDevice.DeviceName = strDeviceName

            objSubscriberDevice.DeviceAddress = strDeviceAddress

            objSubscriberDevice.DeliveryChannelName = strChannelName

            objSubscriberDevice.Add()

        Catch ex As NSException

            If Not (NSEventEnum.DuplicateSubscriber = ex.ErrorCode) Then

                Throw ex

            End If

        End Try

    End Sub


	No
	概要

	9
	AddSubscriberメソッドの実装部分です。AddSubscriberメソッドはサブスクライバとサブスクライ デバイス情報を通知アプリケーションのデータベースに追加するメソッドです。サブスクライバの追加はSubscriberオブジェクトのSubscirberIdプロパティに追加したいサブスクライバのIDを指定後、Addメソッドで行います。サブスクライバ デバイスの追加はSuscriberDeviceオブジェクトの各プロパティにプロトコル名やデバイスアドレス等の値を設定後、Addメソッドで行います。
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SubscriberIdについて
今回のチケット情報通知アプリケーションではサブスクリプション登録画面へアクセスする際にサブスクライバが登録しているサブスクリプション情報を表示するため、ログオン名をSubscriberIdと設定しています。しかし、実際の通知アプリケーションではForms認証などを利用し、サブスクライバのクレデンシャルを受け取ったうえでサブスクリプション情報を表示することが必要となります。
	    Private Function AddSubscription(ByVal strSubscriberId As String, _ 
      ByVal strSubscriptionClassName As String, ByVal subscriptionFields As Hashtable, _ 
      ByVal strStartDate As String, ByVal strRule As String) As String

        Try

            Dim objSubscription As Subscription = New Subscription(objNSApplication, _ 
                strSubscriptionClassName)

            objSubscription.SubscriberId = strSubscriberId

            subscriptionFields = New Hashtable()

            objSubscription("DeviceName") = strDeviceName

            objSubscription("SubscriberLocale") = "ja"

            objSubscription("SportsCategory") = ctlTicketInfo.SelectedCategory

            objSubscription("SportsTeamName") = ctlTicketInfo.SelectedTeamName

            Dim objSelectedDate As Date = ctlTicketInfo.SelectedDate

            If objSelectedDate = Nothing Then

                objSelectedDate = Date.Today

            End If

            objSubscription("EventDate") = objSelectedDate

            objSubscription("EventLocation") = ctlTicketInfo.SelectedEventLocation

            objSubscription("PriceUpperLimit") = Convert.ToInt32(ctlTicketInfo.PriceString)

            If objSubscription.HasTimedRule Then

                objSubscription.ScheduleStart = strStartDate

                objSubscription.ScheduleRecurrence = strRule

            End If

            Return objSubscription.Add()

        Catch ex As NSException

            If (NSEventEnum.FailedToAddSubscription <> ex.ErrorCode) Then

                Throw ex

            End If

        End Try

    End Function


	No
	概要

	10
	AddSubscriptionメソッドの実装部分です。AddSubscriptionメソッドは新しいサブスクリプションを通知アプリケーションのデータベースに追加するメソッドです。まず、サブスクリプション オブジェクトを通知アプリケーションとサブスクリプション クラス名を元に生成します。サブスクリプション オブジェクトの各フィールドに各コントロールで指定された値を設定後、Addメソッドを利用して通知アプリケーション データベースにサブスクリプションを追加します
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バリデートについて
今回のチケット情報通知アプリケーションはサブスクライバがテキスト ボックスに入力したデータのバリデートを行っていませんが、実際に通知アプリケーションを開発する際には不正なサブスクリプションが登録されないようバリデートを行う必要があります。
	    Private Sub DeleteSubscription(ByVal strSubscriberId As String, _ 
      ByVal strSubscriptionClassName As String, ByVal strSubscriptionId As String)

        Dim enumSubscription As SubscriptionEnumeration =  _ 

New SubscriptionEnumeration(objNSApplication, strSubscriptionClassName, strSubscriberId)

        Dim objSubscription As Subscription = enumSubscription(strSubscriptionId)

        objSubscription.Delete()

    End Sub

    Private Sub dgSubscription_DeleteCommand(ByVal source As System.Object, _ 
      ByVal e As System.Web.UI.WebControls.DataGridCommandEventArgs) _ 
      Handles dgSubscription.DeleteCommand

        Try

            Dim strSubscriptionId = e.Item.Cells(1).Text

            DeleteSubscription(strUserName, strSubscriptionClassName, strSubscriptionId)

            dgSubscription.EditItemIndex = -1

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に成功しました。"

        Catch ex As NSException

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に失敗しました。"

        End Try

        UpdateGrid(strUserName)

    End Sub

    Private Sub dgScheduledSubscription_DeleteCommand(ByVal source As System.Object, _ 
      ByVal e As System.Web.UI.WebControls.DataGridCommandEventArgs) _ 
      Handles dgScheduledSubscription.DeleteCommand

        Try

            Dim strSubscriptionId = e.Item.Cells(1).Text

            DeleteSubscription(strUserName, strScheduledSubscriptionClassName, strSubscriptionId)

            dgSubscription.EditItemIndex = -1

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に成功しました。"

        Catch ex As NSException

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に失敗しました。"

        End Try

        UpdateGrid(strUserName)

    End Sub


	No
	概要

	11
	DelateSubscriptionメソッドの実装部分です。DelateSubscriptionメソッドは指定されたサブスクリプションを削除するメソッドです。SubscriptionEnumerationオブジェクトを生成し、そのなかからSubscriptionIdを元に削除したいSubscriptionを指定します。Susbscriptionの削除はDeleteコマンドで行います。

	12
	サブスクリプションを表示するDataGridコントロールのDeleteCommandをハンドルするイベント ハンドラです。サブスクリプションのIDをDataGirdコントロールから取得し、DeleteSubscriptionメソッドに渡します。DelateSubecriptionメソッドでは指定されたサブスクリプションIDのサブスクリプションを削除します。その後、UpdateGridメソッドを利用してDataGridコントロールをアップデートします

	13
	サブスクリプションを表示するDataGridコントロールのDeleteCommandをハンドルするイベント ハンドラです。処理はdgSubscription_DeleteCommandメソッドと同様ですが、DeleteSubscriptionメソッドに渡す引数のサブスクリプション クラス名に定期的なサブスクリプション クラス名を指定しています。


	    Public Sub BindDdlHours()

        Dim alHours As ArrayList = New ArrayList()

        Dim i As Integer
        For i = 0 To 24 Step 1

            alHours.Add(Convert.ToInt32(i).ToString("D2"))

        Next

        ddlHours.DataSource = alHours

        ddlHours.DataBind()

    End Sub


    Public Sub BindDdlMinutes()

        Dim alMinutes As ArrayList = New ArrayList()

        Dim i As Integer
        For i = 0 To 60 Step 1

            alMinutes.Add(Convert.ToInt32(i).ToString("D2"))

        Next

        ddlMinutes.DataSource = alMinutes

        ddlMinutes.DataBind()

    End Sub

    Public Sub BindDdlTimeZones(ByVal instance As NSInstance)

        Dim enumTimeZone As TimeZoneEnumeration = New TimeZoneEnumeration(instance, "ja")

        Dim objTimeZone As Microsoft.SqlServer.NotificationServices.TimeZone


        For Each objTimeZone In enumTimeZone

            Dim liTimeZone As ListItem = New ListItem(objTimeZone.DisplayName, _ 
                objTimeZone.TimeZoneId.ToString())

            ddlTimeZones.Items.Add(liTimeZone)

        Next

    End Sub

End Class


	No
	概要

	14
	BindDldHoursメソッドとBindDdlMinutesメソッドの実装部分です。BindDdlHoursでは時間を選択するDropDownListコントロールに時間を設定します。また、同様にBindDdlMinutesメソッドは分を選択するDropDownListコントロールに分を設定します。

	15
	BindDdlTimeZonesメソッドの実装部分です。まず、タイムゾーンのコレクションであるTimeZoneEnumerationクラスを生成します。TimeZoneEnumerationクラスはコンストラクタで指定した通知アプリケーション インスタンスで利用可能なタイムゾーンを持っています。また、第２引数で表示言語を指定します。その後、各タイムゾーン情報をDropDownListコントロールに追加します
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NSUtility.csファイルについて
Notifiication Servicesではサブスクリプション管理アプリケーションの開発を効率的に行えるように\Samples\commonフォルダ内にNSUtility.csファイルを提供しています。NSUtility.csファイルにはNotification ServicesのAPIをラップしたユーティリティ クラスが用意されています。
以上でサブスクリプション登録画面の作成は完了です。
新規チケット情報登録画面の作成
ADO.NETコントロールの追加
ここではチケット販売会社が利用する新規チケット情報登録画面を作成します。この画面のユーザー インターフェースはインストーラーによって、[EventSubmission.aspx]ファイルに作成されています。まず、ソリューション エクスプローラにある[EventSubmnission.aspx]をダブル クリックすると以下のような画面が表示されます。各コントロール名やプロパティ値など詳細については付録を参照してください。
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新規チケット情報登録画面では、新規チケット情報をデータベースに格納する際にSqlDataAdapterコントロールやDataSetコントロールといったADO.NETコントロールを利用します。それでは、実際に以下の手順に従ってADO.NETのコントロールを追加しましょう。

●SqlDataAdapterオブジェクト・Connectionオブジェクトの追加

まず、SqlDataAdapterコントロールを追加します。[ツールボックス]の[データ]タブから[SqlDataAdapter]コントロールをデザイナへドラック アンド ドロップしてください。図のように[データアダプタ構成ウィザード]が表示されるので、[次へ]をクリックします。
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[データ接続の選択]では[新しい接続]ボタンをクリックし、[データリンク プロパティ]ダイアログを表示します。下図のように自分のマシンのサーバー名、ログオン情報、データベースを設定してください。尚、今回SQL ServerへのアクセスはWindows統合認証で行っているため、[Windows NTの統合セキュリティを使用する]を選択します。
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[OK]ボタンを押すと、[データ接続の選択]画面へ戻るので、作成したTicketDBへの接続を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。その後、 [クエリの種類の選択]が表示されるので[SQLステートメントの使用]を選択します。
[次へ]ボタンをクリックすると下図のような[SQLステートメントの生成]画面へ進みます。
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ここでは[データアダプタでデータセットに読み込むデータ]のテキストボックスに直接SQLステートメントを記述することが可能ですが、[クエリビルダ]ボタンを押してSQLステートメントを作成します。

[クエリビルダ]ボタンを押し、以下のようにクエリを作成してください。

	項目名
	設定値

	テーブルの種類
	Tickets

	参照する列
	すべての列


下図のようにSQLステートメントが作成されたことを確認してください。
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[完了]ボタンをクリックすると、デザイナに[SqlDataAdapter]と[SqlConnection]の２つのオブジェクトが追加されるので、[SqlDataAdapter]と[SqlConnection]の名前をそれぞれ[daTickets]、[conTicketDB]に変更します。
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●型付DataSetオブジェクトの作成

ここでは、先ほど作成したDataAdapterオブジェクトを用いて型付DataSetオブジェクトを作成します。デザイナにあるdaTicketsコントロールを右クリックして[データセットの生成]を選択します。[データセットの生成]ダイアログが表示されるので、以下のようにDataSetオブジェクトを設定してください。

	項目名
	設定値

	データセットの選択
	新規作成　TicketsSet

	データセットに追加するテーブルの選択
	Tickets (daTickets)

	このデータセットをデザイナに追加する
	チェックをはずす


[OK]ボタンを押すと、下図のようにTicketsSetスキーマがソリューション エクスプローラに作成されます。
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次に、[ツールボックス]の[データ]タブから[DataSet]コントロールをデザイナへドラック アンド ドロップします。下図のように[データセットの追加]ダイアログが表示されるので、型指定されたデータセットを選択し、[名前]に[TicketSubscription.TicketsSet]が選択されていることを確認して、[OK]ボタンをクリックします。
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デザイナ上に[TicketSet1]が追加されるので、その[Name]プロパティを下図のように[dsTickets]と変更します。
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コードの編集

ここでは新規チケット情報登録画面のコードを追加します。EventSubmission.aspxのコード ビューを開き、以下のようにコードを編集してください。
	Imports System

Imports System.Collections

Imports System.Data

Imports System.Diagnostics

Imports System.Text

Imports System.Web

Imports System.Web.UI.WebControls

Imports Microsoft.SqlServer.NotificationServices

Public Class EventSubmission

    Inherits System.Web.UI.Page

    Protected WithEvents dgEvents As System.Web.UI.WebControls.DataGrid

    Protected WithEvents btnAddNewTicket As System.Web.UI.WebControls.Button

    Protected WithEvents txtDescription As System.Web.UI.WebControls.TextBox

    Protected WithEvents hlSubMng As System.Web.UI.WebControls.HyperLink

    Protected WithEvents lblDescription As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents lblTitle As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents daTickets As System.Data.SqlClient.SqlDataAdapter

    Protected WithEvents SqlSelectCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents SqlInsertCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents SqlUpdateCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents SqlDeleteCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents conTicketDB As System.Data.SqlClient.SqlConnection

    Protected WithEvents dsTickets As TicketSubscription.TicketsSet

    Protected WithEvents ctlTicketInfo As TicketInfo

 Web フォーム デザイナで生成されたコード 
    Private instance As NSInstance

    Private objNSApplication As NSApplication

    Private strEventProviderName As String = "SQLTriggerEventProvider"

    Private strApplicationName As String = "Ticket"

    Private strInstanceName As String = strApplicationName + "Instance"

    Private strEventClassName As String = strApplicationName + "Events"

    Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) _
      Handles MyBase.Load

        instance = New NSInstance(strInstanceName)

        objNSApplication = New NSApplication(instance, strApplicationName)

        ctlTicketInfo.SetMailAddressStatus(False)

        daTickets.Fill(dsTickets)

        dgEvents.DataBind()

    End Sub


	No
	概要

	1
	Page_Loadイベント ハンドラの実装部分です。EventSubmission.aspxではメールアドレス テキストボックスが不要のため、TicketInfoユーザー コントロールのDisablemailAddressメソッドを利用して非表示にします。また、追加した最新チケット情報一覧を表示します


	    Private Sub btnAddNewTicket_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) _ 
      Handles btnAddNewTicket.Click

        Dim objSelectedDate As Date = ctlTicketInfo.SelectedDate

        If objSelectedDate = Nothing Then

            objSelectedDate = Date.Today

        End If


        dsTickets.Tickets.AddTicketsRow(ctlTicketInfo.SelectedCategory, _ 
           ctlTicketInfo.SelectedTeamName, objSelectedDate, ctlTicketInfo.SelectedEventLocation, _ 
           ctlTicketInfo.PriceString, txtDescription.Text)

        daTickets.Update(dsTickets)

        dgEvents.DataBind()

    End Sub

End Class


	No
	概要

	2
	btnAddNewTicket_Clickイベント ハンドラの実装部分です。現在設定されている新規チケット情報をチケット テーブルへ追加します。また、DataGirdコントロールを更新し、新規チケット情報を表示します。


以上で新規チケット情報登録画面の作成は完了です。
通知アプリケーションの実行
サービスの開始
AppDefinitionプロジェクトとTicketSubscriptionプロジェクトの作成が完了したので、実際にチケット情報通知アプリケーションを実行します。AppDefinitionプロジェクトのビルドは既に行われ、NSTicketInstanceサービスが登録されているため、NSTicketInstanceサービスを開始します。 [スタート]－[プログラム]－[管理ツール]－[サービス]を選択し、サービス一覧を表示します。Ticketインスタンスは[NS$TicketInstance]と表記されており、まだ開始されていません。そのため、下図のように[NS$TicketInstance]を右クリックし、[開始]を選択します。
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最新チケット情報の通知
●イベントトリガーなサブスクリプションの登録

TicketSubscriptionプロジェクトを実行し、サブスクリプションを登録します。TicketSubscriptionプロジェクトを実行する前に、[Default.aspx]を右クリックし、[スタート ページに設定]を選択します。これにより実行時に[Default.aspx]画面が最初に表示されます。TicketSubscriptionプロジェクトの実行は[TicketSubscription]プロジェクトを右クリックし、[デバック] － [新しいインスタンスを開始]を選択して行います。下図のようにプロジェクトが実行され、サブスクリプション登録画面が表示されます。
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それでは以下のように入手したいチケット情報のサブスクリプションを入力してください。
	項目
	概要

	メールアドレス
	自分のメールアドレス

	カテゴリ
	BaseBall

	チーム名
	BaseBallTeam1

	日時
	今日

	場所
	Stadium1

	価格
	10000

	最安値チケット情報の

通知を希望します
	チェックを入れない

	時間
	指定しない

	分
	指定しない

	タイムゾーン
	指定しない


[サブスクリプションの登録]ボタンをクリックすると指定した情報がデータベースに登録され、下図のようにDataGridコントロールに表示されます。
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●イベントの発生

次に新規チケット情報を入力してイベントを発生させます。サブスクリプション登録画面下にある[新規チケット情報登録画面へ]リンクボタンをクリックすると、下図のような画面が表示されます。
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ここでは以下のように新規チケット情報を入力し、[チケット情報の追加]ボタンをクリックすると、設定したチケット情報がデータベースに格納され、イベントとして処理されます。また、DataGridコントロールに追加したイベント情報が表示されます。
	項目
	概要

	カテゴリ
	BaseBall

	チーム名
	BaseBallTeam1

	日時
	今日

	場所
	Stadium1

	価格
	5000

	詳細情報
	野球観戦チケットが入荷しました。


上記のチケット情報は、先ほど登録したサブスクリプションにマッチするため、このイベントが発生した場合通知が生成されます。

●通知の確認

それでは実際に通知を確認してみましょう。Outlookなどの利用しているメーラーを起動してください。宛先が[sender@adventure-works.com]のメールが受信されていることを確認し、開封してください。メールの通知内容は下記のようになります。
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このようにサブスクリプションで指定した情報がサブスクライバに通知されます。
[image: image78.png]


メールの送信について
利用するメールサーバーの設定によってはメールが送信されず、[\Inetpub\mailroot\Queue]フォルダに格納される場合があります。その場合[\Inetpub\mailroot\Queue]フォルダ内に格納されているファイルを開くと上記のような画面が表示されます。
最安値チケット情報の通知

●定期的なサブスクリプションの登録

ここではサブスクリプション登録画面から定期的なサブスクリプションを登録します。先ほどの新規チケット情報登録画面から[サブスクリプション登録画面へ] リンクボタンをクリックして、サブスクリプション登録画面を表示します。
以下のように入手したいチケット情報のサブスクリプションを入力してください。

	項目
	概要

	メールアドレス
	自分のメールアドレス

	カテゴリ
	BasketBall

	チーム名
	BasketBallTeam1

	日時
	今日

	場所
	Stadium1

	価格
	0

	最安値チケット情報の

通知を希望します
	チェックを入れる

	時間
	現在の時間からそれほど遠くない時間を指定

	分
	現在の時間からそれほど遠くない時間を指定

	タイムゾーン
	環境にあったタイムゾーンを選択


[サブスクリプションの登録]ボタンをクリックすると指定した情報がデータベースに登録され、下図のようにDataGridコントロールに表示されます。
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●イベントの発生

次に新規チケット情報を入力してイベントを発生させます。今回は最安値のチケット情報が通知されるのか確かめるために、複数の新規チケット情報を入力します。
サブスクリプション登録画面下にある[新規チケット情報登録画面へ]リンクボタンをクリックします。
それでは、以下の３つの新規チケット情報を入力します。尚、この３つの新規チケット情報はサブスクリプションで指定した時間になる前に入力してください。
	項目
	概要

	カテゴリ
	BasketBall

	チーム名
	BasketBallTeam1

	日時
	今日

	場所
	Stadium1

	価格
	10000

	詳細情報
	バスケットボール観戦チケット入荷しました。10000円です。


	項目
	概要

	カテゴリ
	BasketBall

	チーム名
	BasketBallTeam1

	日時
	今日

	場所
	Stadium1

	価格
	2500

	詳細情報
	バスケットボール観戦チケット入荷しました。2500円です。（最安値）


	項目
	概要

	カテゴリ
	BasketBall

	チーム名
	BasketBallTeam1

	日時
	今日

	場所
	Stadium1

	価格
	5000

	詳細情報
	バスケットボール観戦チケット入荷しました。5000円です。


上記３つの新規チケット情報を入力後の画面を以下に示します。
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これら３つのチケット情報は先ほど入力したサブスクリプションとマッチしますが、記録テーブルには最安値のチケット情報が格納されます。そのため、サブスクリプションで指定した通知時間がくると、通知アプリケーションはサブスクリプションと記録テーブルを比較し、最安値のチケット情報の通知を生成し、配布します。
●通知の確認

それでは実際に通知を確認してみましょう。Outlookなどの利用しているメーラーを起動してください。
サブスクリプションで指定した時刻になると、宛先が[sender@adventure-works.com]のメールが受信されます。以下にメールの通知内容を示します。
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このようにサブスクリプションで指定した情報が指定した時刻にサブスクライバに通知されます。
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メールの送信について
利用するメールサーバーの設定によってはメールが送信されず、[\Inetpub\mailroot\Queue]フォルダに格納される場合があります。その場合[\Inetpub\mailroot\Queue]フォルダ内に格納されているファイルを開くと上記のような画面が表示されます。
付録
チケット情報通知アプリケーションの画面作成
CtlTicketInfoユーザー コントロール
CtlTicketInfoユーザー コントロールは以下のような構成になっています。
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また、主なコントロールは以下のようになっています。

	No
	コントロール
	プロパティ
	変更値

	1
	ValidationSummary
	ID
	valSum

	
	
	DisplayMode
	SingleParagraph

	
	
	Font
	XX-Small

	
	
	ForeColor
	Red

	
	
	HeaderText
	右の項目が未入力です。

	2
	TextBox
	ID
	txtMailAddress

	3
	RequiredFieldValidator
	ID
	vlMailAddress

	
	
	ControlToValidate
	txtMailAddress

	
	
	Display
	Dynamic

	
	
	ErrorMessage
	メールアドレス

	
	
	Text
	*

	4
	DropDownList
	ID
	ddlCategories

	
	
	AutoPostBack
	True

	5
	DropDownList
	ID
	ddlTeamNames

	6
	Calender
	スキーム(カレンダーの自動フォーマットから)
	カラフル2

	7
	DropDownList
	ID
	ddlEventLocations

	8
	TextBox
	ID
	txtPrice

	9
	RequiredFieldValidator
	ID
	vlPrice

	
	
	ControlToValidate
	txtMailAddress

	
	
	Display
	Dynamic

	
	
	ErrorMessage
	価格

	
	
	Text
	*


サブスクリプション登録画面

サブスクリプション登録画面は以下のような構成になっています。
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また、主なコントロールは以下のようになっています。

	No
	コントロール
	プロパティ
	変更値

	1
	Label
	ID
	lblTitle

	
	
	BackColor
	CornflowerBule

	
	
	Font
	Large

	
	
	Text
	サブスクリプション登録画面

	2
	Label
	ID
	lblUserName

	
	
	Font
	X-Small

	
	
	Text
	(削除)

	3
	DataGrid
	ID
	dgSubscription

	
	
	スキーム(自動フォーマットから)
	カラフル２

	
	
	Font
	X-Small

	
	
	[削除]列の追加（プロパティ ビルダから）
	

	4
	DataGrid
	ID
	dgScheduledSubscription

	
	
	スキーム(自動フォーマットから)
	カラフル4

	
	
	Font
	X-Small

	
	
	[削除]列の追加（プロパティ ビルダから）
	

	5
	UserControl
	ID
	ctlTicketInfo

	6
	CheckBox
	ID
	cbDailyNotification

	
	
	AutoPostBack
	True

	
	
	Text
	最安値チケット情報の通知を希望します。

	7
	DropDownList
	ID
	ddlHours

	8
	DropDownList
	ID
	ddlMinutes

	9
	Button
	ID
	btnAddSubscription

	
	
	Text
	サブスクリプションの登録

	10
	Label
	ID
	lblMessage

	
	
	Text
	(削除)

	11
	HyperLink
	ID
	hlEventSubmission

	
	
	NavigateUrl
	EventSubmission.aspx

	
	
	Text
	新規チケット登録画面へ


新規チケット情報登録画面（イベント発生画面）

新規チケット情報登録画面は以下のような構成になっています。
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また、主なコントロールは以下のようになっています。

	No
	コントロール
	プロパティ
	変更値

	1
	Label
	ID
	lblTitle

	
	
	BackColor
	CornflowerBule

	
	
	Font
	Large

	
	
	Text
	新規チケット情報登録画面

	2
	UserControl
	ID
	ctlTicketInfo

	3
	TextBox
	ID
	txtDescription

	4
	Button
	ID
	btnAddNewTicket

	
	
	Text
	チケット情報の追加

	5
	DataGrid
	ID
	dgEvents

	
	
	DataSource
	dsTickets

	
	
	スキーム(自動フォーマットから)
	シンプル３

	6
	HyperLink
	ID
	hlSubMng

	
	
	NavigateUrl
	Default.aspx

	
	
	Text
	サブスクリプション登録画面へ


チケット情報通知アプリケーションのADF
以下にチケット情報通知アプリケーションで利用するADFファイル(appADF.xml)を示します。
	<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<Application xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xmlns="http://www.microsoft.com/MicrosoftNotificationServices/ApplicationDefinitionFileSchema">

    <EventClasses>

        <EventClass>

            <EventClassName>TicketEvents</EventClassName>

            <Schema>

                <Field>

                    <FieldName>TicketId</FieldName>

                    <FieldType>integer</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

            </Schema>

        <Chronicles>

            <Chronicle>

                <ChronicleName>TicketEventsChron</ChronicleName>

                <SqlSchema>

                    <SqlStatement>

                        -- 記録テーブルの作成

                        IF EXISTS(SELECT name FROM dbo.sysobjects WHERE name = 'TicketEventsChron') 

                        DROP TABLE dbo.TicketEventsChron

                        CREATE TABLE TicketEventsChron

                        (

                            [SportsCategory] nvarchar(255),

                            [SportsTeamName] nvarchar(255),

                            [EventDate] datetime,

                            [EventLocation] nvarchar(255),

                            [Price] integer,

                            [Description] nvarchar(255)                
                        )

                    </SqlStatement>

                </SqlSchema>

            </Chronicle>

        </Chronicles>

        </EventClass>

    </EventClasses>

    <SubscriptionClasses>

        <SubscriptionClass>

            <SubscriptionClassName>TicketSubscriptions</SubscriptionClassName>

            <Schema>

                <Field>

                    <FieldName>DeviceName</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>SubscriberLocale</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(10)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>SportsCategory</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>SportsTeamName</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>EventDate</FieldName>

                    <FieldType>datetime</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>EventLocation</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>PriceUpperLimit</FieldName>

                    <FieldType>integer</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

            </Schema>

            <EventRules>

                <EventRule>

                    <RuleName>TicketSubscriptionsRule</RuleName>

                    <Action>

                        SELECT dbo.TicketInfoNotify(s.SubscriberId, 

                                                 s.DeviceName, 

                                                 s.SubscriberLocale, 

                                                 t.SportsCategory,

                                                 t.SportsTeamName, 

                                                 t.EventDate,

                                                 t.EventLocation,

                                                 t.Price,

                                                 t.Description)            
                        FROM TicketEvents e, TicketSubscriptions s, TicketDB..Tickets t

                        WHERE e.TicketId = t.TicketId 

                          AND t.SportsCategory = s.SportsCategory

                          AND t.SportsTeamName = s.SportsTeamName

                          AND t.EventDate = s.EventDate

                          AND t.EventLocation = s.EventLocation

                          AND t.Price &lt;= s.PriceUpperLimit

                        -- 記録テーブルに該当する条件のデータが存在しない場合はイベント データの値をインサートする 

                        INSERT INTO TicketEventsChron (SportsCategory, SportsTeamName, EventDate, EventLocation, Price, Description)

                        SELECT    t.SportsCategory, t.SportsTeamName, t.EventDate, t.EventLocation, t.Price, t.Description

                        FROM    TicketDB..Tickets t

                        WHERE    t.EventLocation NOT IN (SELECT c.EventLocation FROM TicketEventsChron c

                                WHERE    c.SportsCategory = t.SportsCategory AND 

                                        c.SportsTeamName = t.SportsTeamName AND 

                                        c.EventDate = t.EventDate) 

                        -- イベント データのPriceが記録テーブルのPriceより小さい場合はアップデートする

                        -- 記録テーブルにはチケットの最安値が格納される

                        UPDATE    TicketEventsChron

                        SET        Price = t.Price, Description = t.Description

                        FROM    TicketDB..Tickets t, TicketEventsChron c

                        WHERE    t.SportsCategory = c.SportsCategory

                          AND t.SportsCategory = c.SportsCategory

                          AND t.SportsTeamName = c.SportsTeamName

                          AND t.EventDate = c.EventDate

                          AND t.EventLocation = c.EventLocation

                          AND t.Price &lt;= c.Price   

                    </Action>

                    <EventClassName>TicketEvents</EventClassName>

                </EventRule>

            </EventRules>

        </SubscriptionClass>

        <SubscriptionClass>

            <SubscriptionClassName>ChitSubscriptions</SubscriptionClassName>

            <Schema>

                <Field>

                    <FieldName>DeviceName</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>SubscriberLocale</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(10)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>SportsCategory</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>SportsTeamName</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>EventDate</FieldName>

                    <FieldType>datetime</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>EventLocation</FieldName>

                    <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

                <Field>

                    <FieldName>PriceUpperLimit</FieldName>

                    <FieldType>integer</FieldType>

                    <FieldTypeMods>not null</FieldTypeMods>

                </Field>

            </Schema>

            <ScheduledRules>

                <ScheduledRule>

                    <RuleName>ChitSubscriptionsRule</RuleName>

                    <Action>

                        SELECT dbo.ChitInfoNotify(s.SubscriberId, 

                                                 s.DeviceName, 

                                                 s.SubscriberLocale, 

                                                 c.SportsCategory,

                                                 c.SportsTeamName, 

                                                 c.EventDate,

                                                 c.EventLocation,

                                                 c.Price,

                                                 c.Description)            
                        FROM  TicketEventsChron c, ChitSubscriptions s

                        WHERE c.SportsCategory = s.SportsCategory

                          AND c.SportsTeamName = s.SportsTeamName

                          AND c.EventDate = s.EventDate

                          AND c.EventLocation = s.EventLocation

                    </Action>

                </ScheduledRule>

            </ScheduledRules>

        </SubscriptionClass>

    </SubscriptionClasses>    
    <NotificationClasses>

        <NotificationClass>

            <NotificationClassName>TicketInfo</NotificationClassName>

            <Schema>

                <Fields>

                    <Field>

                        <FieldName>SportsCategory</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>SportsTeamName</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>EventDate</FieldName>

                        <FieldType>datetime</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>EventLocation</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>Price</FieldName>

                        <FieldType>integer</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>Description</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>                    
                </Fields>

            </Schema>

            <ContentFormatter>

                <ClassName>XsltFormatter</ClassName>

                <Arguments>

                    <Argument>

                        <Name>XsltBaseDirectoryPath</Name>

                        <Value>%_BaseDirectoryPath_%\AppDefinition</Value>

                    </Argument>

                    <Argument>

                        <Name>XsltFileName</Name>

                        <Value>TicketInfo.xslt</Value>

                    </Argument>

                </Arguments>

            </ContentFormatter>

            <MulticastDelivery>false</MulticastDelivery>

            <Protocols>

                <Protocol>

                    <ProtocolName>SMTP</ProtocolName>

                    <Fields>

                        <Field>

                            <FieldName>Subject</FieldName>

                            <SqlExpression>'Ticket notification'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>BodyFormat</FieldName>

                            <SqlExpression>'html'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>From</FieldName>

                            <SqlExpression>'sender@adventure-works.com'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>Priority</FieldName>

                            <SqlExpression>'Normal'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>To</FieldName>

                            <SqlExpression>DeviceAddress</SqlExpression>

                        </Field>

                    </Fields>

                    <ProtocolExecutionSettings>

                        <RetrySchedule>

                            <RetryDelay>P0DT00H00M05S</RetryDelay>

                            <RetryDelay>P0DT00H00M10S</RetryDelay>

                            <RetryDelay>P0DT00H30M15S</RetryDelay>

                        </RetrySchedule>

                    </ProtocolExecutionSettings>

                </Protocol>

            </Protocols>

        </NotificationClass>    
        <NotificationClass>

            <NotificationClassName>ChitInfo</NotificationClassName>

            <Schema>

                <Fields>

                    <Field>

                        <FieldName>SportsCategory</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>SportsTeamName</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>EventDate</FieldName>

                        <FieldType>datetime</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>EventLocation</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>Price</FieldName>

                        <FieldType>integer</FieldType>

                    </Field>

                    <Field>

                        <FieldName>Description</FieldName>

                        <FieldType>nvarchar(255)</FieldType>

                    </Field>                    
                </Fields>

            </Schema>

            <ContentFormatter>

                <ClassName>XsltFormatter</ClassName>

                <Arguments>

                    <Argument>

                        <Name>XsltBaseDirectoryPath</Name>

                        <Value>%_BaseDirectoryPath_%\AppDefinition</Value>

                    </Argument>

                    <Argument>

                        <Name>XsltFileName</Name>

                        <Value>ChitInfo.xslt</Value>

                    </Argument>

                </Arguments>

            </ContentFormatter>

            <DigestDelivery>true</DigestDelivery>

            <Protocols>

                <Protocol>

                    <ProtocolName>SMTP</ProtocolName>

                    <Fields>

                        <Field>

                            <FieldName>Subject</FieldName>

                            <SqlExpression>'Ticket notification'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>BodyFormat</FieldName>

                            <SqlExpression>'html'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>From</FieldName>

                            <SqlExpression>'sender@adventure-works.com'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>Priority</FieldName>

                            <SqlExpression>'Normal'</SqlExpression>

                        </Field>

                        <Field>

                            <FieldName>To</FieldName>

                            <SqlExpression>DeviceAddress</SqlExpression>

                        </Field>

                    </Fields>

                </Protocol>

            </Protocols>

        </NotificationClass>        
    </NotificationClasses>

    <Providers>

        <NonHostedProvider>

            <ProviderName>SQLTriggerEventProvider</ProviderName>

        </NonHostedProvider>

    </Providers>

    <Generator>

        <SystemName>%_NSSystem_%</SystemName>

    </Generator>

    <Distributors>

        <Distributor>

            <SystemName>%_NSSystem_%</SystemName>

            <QuantumDuration>PT5S</QuantumDuration>

        </Distributor>

    </Distributors>

    <ApplicationExecutionSettings>

        <DistributorLogging>

            <LogBeforeDeliveryAttempts>true</LogBeforeDeliveryAttempts>

            <LogStatusInfo>true</LogStatusInfo>

            <LogNotificationText>false</LogNotificationText>

        </DistributorLogging>

        <QuantumDuration>PT5S</QuantumDuration>

        <PerformanceQueryInterval>PT15S</PerformanceQueryInterval>

    </ApplicationExecutionSettings>

</Application>


コード一覧
TicketInfoユーザー コントロール(TicketInfo.ascx)のコード

以下にTicketInfoユーザー コントロール(TicketInfo.ascx)のコードを示します。
	Imports System

Imports System.Collections

Imports System.Data

Imports System.Diagnostics

Imports System.Text

Imports System.Web

Imports System.Web.UI.WebControls

Imports Microsoft.SqlServer.NotificationServices

Public Class TicketSample

    Inherits System.Web.UI.Page

    Protected WithEvents lbldtStart As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents cbDailyNotification As System.Web.UI.WebControls.CheckBox

    Protected WithEvents ddlHours As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents ddlMinutes As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents ddlTimeZones As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents btnAddSubscription As System.Web.UI.WebControls.Button

    Protected WithEvents hlEventSubmission As System.Web.UI.WebControls.HyperLink

    Protected WithEvents lblMessage As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents dgSubscription As System.Web.UI.WebControls.DataGrid

    Protected WithEvents dgScheduledSubscription As System.Web.UI.WebControls.DataGrid

    Protected WithEvents lblTitle As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents lblUserName As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents ctlTicketInfo As TicketInfo

Web フォーム デザイナで生成されたコード
    Private instance As NSInstance

    Private objNSApplication As NSApplication

    Private strApplicationName As String = "Ticket"

    Private strInstanceName As String = strApplicationName + "Instance"

    Private strSubscriptionClassName As String = strApplicationName + "Subscriptions"

    Private strScheduledSubscriptionClassName As String = "ChitSubscriptions"

    Private strUserName As String = "Anonymous"

    Private strDeviceName As String = "myDevice"

    Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load

        If (User.Identity.IsAuthenticated) Then

            strUserName = User.Identity.Name

        End If

        lblUserName.Text = strUserName

        instance = New NSInstance(strInstanceName)

        objNSApplication = New NSApplication(instance, strApplicationName)

        Dim strDeviceAddress As String = GetSubscriberDeviceAddress(strUserName)

        If Not strDeviceAddress Is Nothing Then

            ctlTicketInfo.MailAddressString = strDeviceAddress

        End If

        UpdateGrid(strUserName)

        If (Not IsPostBack) Then

            BindDdlHours()

            BindDdlMinutes()

            BindDdlTimeZones(instance)

            cbDailyNotification.Checked = False

            ddlTimeZones.Enabled = cbDailyNotification.Checked

            ddlHours.Enabled = cbDailyNotification.Checked

            ddlMinutes.Enabled = cbDailyNotification.Checked

        End If

    End Sub

    Private Sub UpdateGrid(ByVal strUserName As String)

        Dim enumSubscription As SubscriptionEnumeration = New SubscriptionEnumeration(objNSApplication, strSubscriptionClassName, strUserName)

        dgSubscription.DataSource = CreateDataSource(enumSubscription)

        dgSubscription.DataBind()

        enumSubscription = New SubscriptionEnumeration(objNSApplication, strScheduledSubscriptionClassName, strUserName)

        dgScheduledSubscription.DataSource = CreateScheduledDataSource(enumSubscription)

        dgScheduledSubscription.DataBind()

    End Sub

    Private Function CreateDataSource(ByVal enumSubscription As SubscriptionEnumeration) As DataTable

        Dim dt As DataTable = New DataTable()

        Dim dr As DataRow

        Dim strName As String

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SubscriptionId", GetType(Int32)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsCategory", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsTeamName", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventDate", GetType(DateTime)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventLocation", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("PriceUpperLimit", GetType(String)))

        Dim objSubscription As Subscription

        Dim i As Integer

        For Each objSubscription In enumSubscription

            dr = dt.NewRow()

            For i = 0 To dt.Columns.Count - 1

                strName = dt.Columns(i).ColumnName

                Select Case (strName)

                    Case "SubscriptionId"

                        dr(strName) = objSubscription.SubscriptionId

                    Case Else

                        dr(strName) = objSubscription(strName)

                End Select

            Next

            dt.Rows.Add(dr)

        Next

        Return dt

    End Function

    Private Function CreateScheduledDataSource(ByVal enumSubscription As SubscriptionEnumeration) As DataTable

        Dim dt As DataTable = New DataTable()

        Dim dr As DataRow

        Dim strName As String

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SubscriptionId", GetType(Int32)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsCategory", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("SportsTeamName", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventDate", GetType(DateTime)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("EventLocation", GetType(String)))

        dt.Columns.Add(New DataColumn("Schedule", GetType(String)))

        Dim objSubscription As Subscription

        Dim i As Integer

        For Each objSubscription In enumSubscription

            dr = dt.NewRow()

            For i = 0 To dt.Columns.Count - 1

                strName = dt.Columns(i).ColumnName

                Select Case (strName)

                    Case "SubscriptionId"

                        dr(strName) = objSubscription.SubscriptionId

                    Case "Schedule"

                        dr(strName) = objSubscription.ScheduleStart

                    Case Else

                        dr(strName) = objSubscription(strName)

                End Select

            Next

            dt.Rows.Add(dr)

        Next

        Return dt

    End Function

    Private Sub cbDailyNotification_CheckedChanged(ByVal sender As System.Object, _ 

ByVal e As System.EventArgs) Handles cbDailyNotification.CheckedChanged

        ddlTimeZones.Enabled = cbDailyNotification.Checked

        ddlHours.Enabled = cbDailyNotification.Checked

        ddlMinutes.Enabled = cbDailyNotification.Checked

    End Sub

    Private Function GetSubscriberDeviceAddress(ByVal strSubscriberId As String) As String

        Try

            Dim strDeviceAddress As String = Nothing

            Dim objSubscriberDevice As SubscriberDevice = Nothing

            Dim enumSubscriberDevice As SubscriberDeviceEnumeration = _ 

New SubscriberDeviceEnumeration(instance, strSubscriberId)

            If Not enumSubscriberDevice Is Nothing Then

                For Each objSubscriberDevice In enumSubscriberDevice

                    strDeviceAddress = objSubscriberDevice.DeviceAddress

                Next

            End If

            Return strDeviceAddress

        Catch ex As NSException

            Throw (ex)

        End Try

    End Function

    Private Sub btnAddSubscription_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) _ 

 Handles btnAddSubscription.Click

        Dim strSubscriberId As String = strUserName

        Dim strSubscriptionId As String = Nothing

        Dim subscriptionFields As Hashtable = Nothing

        Dim strDeviceAddress As String = ctlTicketInfo.MailAddressString

        Dim strProtocolName As String = "SMTP"

        Dim strChannelName As String = "EmailChannel"

        Dim strStartDate As String = Nothing

        Dim strRule As String = Nothing

        lblMessage.Text = "Nothing"

        Try

            If Not strDeviceAddress = Nothing Then

                AddSubscriber(strSubscriberId, strProtocolName, strDeviceAddress, strChannelName)

                If cbDailyNotification.Checked Then                
                    strStartDate = String.Format("TZID={0}:{1}T{2}{3}00", ddlTimeZones.SelectedItem.Value, DateTime.Now.ToString("yyyyMMdd"), ddlHours.SelectedItem.ToString.Trim(), ddlMinutes.SelectedItem.ToString.Trim())

                    strRule = "FREQ=DAILY;"

                    strSubscriptionId = AddSubscription(strSubscriberId, strScheduledSubscriptionClassName, subscriptionFields, strStartDate, strRule)

                Else

                    strSubscriptionId = AddSubscription(strSubscriberId, strSubscriptionClassName, subscriptionFields, Nothing, Nothing)

                End If

                UpdateGrid(strUserName)

                lblMessage.Text = "サブスクリプションの登録に成功しました。"

            End If

        Catch ex As Exception

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの登録に失敗しました。"

        End Try

    End Sub

    Private Sub AddSubscriber(ByVal strSubscriberId As String, ByVal strProtocolName As String, ByVal strDeviceAddress As String, ByVal strChannelName As String)

        Try

            Dim objsubscriber As Subscriber = New Subscriber(instance)

            objsubscriber.SubscriberId = strSubscriberId

            objsubscriber.Add()

            Dim objSubscriberDevice As SubscriberDevice = New SubscriberDevice(instance)

            objSubscriberDevice.SubscriberId = strSubscriberId

            objSubscriberDevice.DeviceTypeName = strProtocolName

            objSubscriberDevice.DeviceName = strDeviceName

            objSubscriberDevice.DeviceAddress = strDeviceAddress

            objSubscriberDevice.DeliveryChannelName = strChannelName

            objSubscriberDevice.Add()

        Catch ex As NSException

            If Not (NSEventEnum.DuplicateSubscriber = ex.ErrorCode) Then

                Throw ex

            End If

        End Try

    End Sub

    Private Function AddSubscription(ByVal strSubscriberId As String, ByVal strSubscriptionClassName As String, ByVal subscriptionFields As Hashtable, ByVal strStartDate As String, ByVal strRule As String) As String

        Try

            Dim objSubscription As Subscription = New Subscription(objNSApplication, strSubscriptionClassName)

            objSubscription.SubscriberId = strSubscriberId

            subscriptionFields = New Hashtable()

            objSubscription("DeviceName") = strDeviceName

            objSubscription("SubscriberLocale") = "ja"

            objSubscription("SportsCategory") = ctlTicketInfo.SelectedCategory

            objSubscription("SportsTeamName") = ctlTicketInfo.SelectedTeamName

            Dim objSelectedDate As Date = ctlTicketInfo.SelectedDate

            If objSelectedDate = Nothing Then

                objSelectedDate = Date.Today

            End If

            objSubscription("EventDate") = objSelectedDate

            objSubscription("EventLocation") = ctlTicketInfo.SelectedEventLocation

            objSubscription("PriceUpperLimit") = Convert.ToInt32(ctlTicketInfo.PriceString)

            If objSubscription.HasTimedRule Then

                objSubscription.ScheduleStart = strStartDate

                objSubscription.ScheduleRecurrence = strRule

            End If

            Return objSubscription.Add()

        Catch ex As NSException

            If (NSEventEnum.FailedToAddSubscription <> ex.ErrorCode) Then

                Throw ex

            End If

        End Try

    End Function

    Private Sub DeleteSubscription(ByVal strSubscriberId As String, ByVal strSubscriptionClassName As String, ByVal strSubscriptionId As String)

        Dim enumSubscription As SubscriptionEnumeration = New SubscriptionEnumeration(objNSApplication, strSubscriptionClassName, strSubscriberId)

        Dim objSubscription As Subscription = enumSubscription(strSubscriptionId)

        objSubscription.Delete()

    End Sub

    Private Sub dgSubscription_DeleteCommand(ByVal source As System.Object, ByVal e As System.Web.UI.WebControls.DataGridCommandEventArgs) Handles dgSubscription.DeleteCommand

        Try

            Dim strSubscriptionId = e.Item.Cells(1).Text

            DeleteSubscription(strUserName, strSubscriptionClassName, strSubscriptionId)

            dgSubscription.EditItemIndex = -1

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に成功しました。"

        Catch ex As NSException

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に失敗しました。"

        End Try

        UpdateGrid(strUserName)

    End Sub

    Private Sub dgScheduledSubscription_DeleteCommand(ByVal source As System.Object, ByVal e As System.Web.UI.WebControls.DataGridCommandEventArgs) Handles dgScheduledSubscription.DeleteCommand

        Try

            Dim strSubscriptionId = e.Item.Cells(1).Text

            DeleteSubscription(strUserName, strScheduledSubscriptionClassName, strSubscriptionId)

            dgSubscription.EditItemIndex = -1

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に成功しました。"

        Catch ex As NSException

            lblMessage.Text = "サブスクリプションの削除に失敗しました。"

        End Try

        UpdateGrid(strUserName)

    End Sub

    Public Sub BindDdlHours()

        Dim alHours As ArrayList = New ArrayList()

        Dim i As Integer

        For i = 0 To 24 Step 1

            alHours.Add(Convert.ToInt32(i).ToString("D2"))

        Next

        ddlHours.DataSource = alHours

        ddlHours.DataBind()

    End Sub

    Public Sub BindDdlMinutes()

        Dim alMinutes As ArrayList = New ArrayList()

        Dim i As Integer

        For i = 0 To 60 Step 1

            alMinutes.Add(Convert.ToInt32(i).ToString("D2"))

        Next

        ddlMinutes.DataSource = alMinutes

        ddlMinutes.DataBind()

    End Sub

    Public Sub BindDdlTimeZones(ByVal instance As NSInstance)

        Dim enumTimeZone As TimeZoneEnumeration = New TimeZoneEnumeration(instance, "ja")

        Dim objTimeZone As Microsoft.SqlServer.NotificationServices.TimeZone

        For Each objTimeZone In enumTimeZone

            Dim liTimeZone As ListItem = New ListItem(objTimeZone.DisplayName, objTimeZone.TimeZoneId.ToString())

            ddlTimeZones.Items.Add(liTimeZone)

        Next

    End Sub

End Class


サブスクリプション登録画面(Default.aspx)のコード

以下にサブスクリプション登録画面(Default.aspx)のコードを示します。

	Imports System

Imports System.Collections

Imports System.Data

Imports System.Diagnostics

Imports System.Text

Imports System.Web

Imports System.Web.UI.WebControls

Imports Microsoft.SqlServer.NotificationServices

Public Class EventSubmission

    Inherits System.Web.UI.Page

    Protected WithEvents dgEvents As System.Web.UI.WebControls.DataGrid

    Protected WithEvents btnAddNewTicket As System.Web.UI.WebControls.Button

    Protected WithEvents txtDescription As System.Web.UI.WebControls.TextBox

    Protected WithEvents hlSubMng As System.Web.UI.WebControls.HyperLink

    Protected WithEvents lblDescription As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents lblTitle As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents daTickets As System.Data.SqlClient.SqlDataAdapter

    Protected WithEvents SqlSelectCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents SqlInsertCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents SqlUpdateCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents SqlDeleteCommand1 As System.Data.SqlClient.SqlCommand

    Protected WithEvents conTicketDB As System.Data.SqlClient.SqlConnection

    Protected WithEvents dsTickets As TicketSubscription.TicketsSet

    Protected WithEvents ctlTicketInfo As TicketInfo

Web フォーム デザイナで生成されたコード
    Private instance As NSInstance

    Private objNSApplication As NSApplication

    Private strEventProviderName As String = "SQLTriggerEventProvider"

    Private strApplicationName As String = "Ticket"

    Private strInstanceName As String = strApplicationName + "Instance"

    Private strEventClassName As String = strApplicationName + "Events"

    Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load

        instance = New NSInstance(strInstanceName)

        objNSApplication = New NSApplication(instance, strApplicationName)

        ctlTicketInfo.SetMailAddressStatus(False)

        daTickets.Fill(dsTickets)

        dgEvents.DataBind()

    End Sub

    Private Sub btnAddNewTicket_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles btnAddNewTicket.Click

        Dim objSelectedDate As Date = ctlTicketInfo.SelectedDate

        If objSelectedDate = Nothing Then

            objSelectedDate = Date.Today

        End If

        dsTickets.Tickets.AddTicketsRow(ctlTicketInfo.SelectedCategory, ctlTicketInfo.SelectedTeamName, objSelectedDate, ctlTicketInfo.SelectedEventLocation, ctlTicketInfo.PriceString, txtDescription.Text)

        daTickets.Update(dsTickets)

        dgEvents.DataBind()

    End Sub

End Class


新規チケット情報登録画面(EventSubmission.aspx)のコード

以下に新規チケット情報登録画面(EventSubmission.aspx)のコードを示します。

	Public MustInherit Class TicketInfo

    Inherits System.Web.UI.UserControl

    Protected WithEvents lblMailAddress As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents ddlCategories As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents lblCategory As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents ddlTeamNames As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents lblTeamName As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents calEventDate As System.Web.UI.WebControls.Calendar

    Protected WithEvents lblEventDate As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents ddlEventLocations As System.Web.UI.WebControls.DropDownList

    Protected WithEvents lblEventLocation As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents txtPrice As System.Web.UI.WebControls.TextBox

    Protected WithEvents vlPrice As System.Web.UI.WebControls.RequiredFieldValidator

    Protected WithEvents lblPrice As System.Web.UI.WebControls.Label

    Protected WithEvents txtMailAddress As System.Web.UI.WebControls.TextBox

    Protected WithEvents vlMailAddress As System.Web.UI.WebControls.RequiredFieldValidator

    Protected WithEvents valSum As System.Web.UI.WebControls.ValidationSummary

Web フォーム デザイナで生成されたコード
    Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load

        If (Not IsPostBack) Then

            SetDdlCategories()

            SetDdlEventLocations()

            'DDLのDefault値の変更
            ddlCategories.SelectedIndex = 0

            SetDdlTeamNames()

            ddlEventLocations.SelectedIndex = 0

        End If

    End Sub

    Public Property MailAddressString() As String

        Get

            Return txtMailAddress.Text

        End Get

        Set(ByVal Value As String)

            txtMailAddress.Text = Value

        End Set

    End Property

    Public Property PriceString() As String

        Get

            Return txtPrice.Text

        End Get

        Set(ByVal Value As String)

            txtPrice.Text = Value

        End Set

    End Property

    Public Property SelectedDate() As DateTime

        Get

            Return calEventDate.SelectedDate

        End Get

        Set(ByVal Value As DateTime)

            calEventDate.SelectedDate = Value

        End Set

    End Property

    Public ReadOnly Property SelectedCategory() As String

        Get

            Return ddlCategories.SelectedItem.Text

        End Get

    End Property

    Public ReadOnly Property SelectedTeamName() As String

        Get

            Return ddlTeamNames.SelectedItem.Text

        End Get

    End Property

    Public ReadOnly Property SelectedEventLocation() As String

        Get

            Return ddlEventLocations.SelectedItem.Text

        End Get

    End Property

    Public Sub SetMailAddressStatus(ByVal bolStatus As Boolean)

        lblMailAddress.Enabled = bolStatus

        lblMailAddress.Visible = bolStatus

        txtMailAddress.Enabled = bolStatus

        txtMailAddress.Visible = bolStatus

        vlMailAddress.Enabled = bolStatus

        vlMailAddress.Visible = bolStatus

    End Sub

    Public Sub SetDdlCategories()

        ddlCategories.Items.Add(New ListItem("BaseBall"))

        ddlCategories.Items.Add(New ListItem("FootBall"))

        ddlCategories.Items.Add(New ListItem("BasketBall"))

    End Sub

    Public Sub SetDdlTeamNames()

        If (ddlCategories.Items(0).Selected) Then

            ddlTeamNames.Items.Clear()

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BaseBallTeam1"))

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BaseBallTeam2"))

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BaseBallTeam3"))

        ElseIf (ddlCategories.Items(1).Selected) Then

            ddlTeamNames.Items.Clear()

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("FootBallTeam1"))

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("FootBallTeam2"))

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("FootBallTeam3"))

        ElseIf (ddlCategories.Items(2).Selected) Then

            ddlTeamNames.Items.Clear()

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BasketBallTeam1"))

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BasketBallTeam2"))

            ddlTeamNames.Items.Add(New ListItem("BasketBallTeam3"))

        End If

    End Sub

    Public Sub SetDdlEventLocations()

        ddlEventLocations.Items.Add(New ListItem("Stadium1"))

        ddlEventLocations.Items.Add(New ListItem("Stadium2"))

        ddlEventLocations.Items.Add(New ListItem("Stadium3"))

    End Sub

    Private Sub ddlCategories_SelectedIndexChanged(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles ddlCategories.SelectedIndexChanged

        SetDdlTeamNames()

    End Sub

End Class
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このテキストの中で使用しているアイコンの意味は以下のとおりです。
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